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緒 論

凡ソ發 熱ナル現象ハ生體ニ於ケル温調節機能ガ種 々ナル内的外的ノ原因ニヨリテ其ノ平衡ヲ

破 ラレタル時ニ現 ハルル1箇 ノ症候 ニ過 ギズ.從 ツテ其 ノ根源ニ及バズ シテ單ニ一隨伴症候タ

ル發熱ヲ捉ヘテ直チニ其ノ意義 ヲ究 メントスルハ頗ル至難ナリト云フベ シ.然 レドモ發熱ハア

ラユル疾患 ノ症候學上最 モ重要ナルモノノーヲ占ムルモノニシテ其 ノ意義ニ關 シ既ニ紀元前醫

聖Hippokrates以 來幾 多ノ學者,臨 牀家 ニヨリ各方面 ヨリ論及セラ レタル蓋 シ宜ナ リト云 フベ

シ.果 シテ發熱現象 ハ天ガ我等ニ賦與 シタル自然ノ防禦機轉ニシテ以テ病芽ヲ絶滅 シ疾病ノ治

癒 ヲ催進スルモノナルベキカ.然 ラバ之ヲ助長 シ努 メテ其 ノ經過 ヲ亂スベカラズ.反 之若 シ發

熱 ニヨリテ生活機能障碍 セラレ疾病 ノ豫後ニ對 シ不良ナル影響ヲ與 フルモノ トセバ須 ラク吾人

ハ發熱ニ向ツテ戰ハザルベカラズ.然 レドモ現今ノ知 見ヲ以テシテ發熱ノ有利不利問題ヲ闡明

セン トスルハ頗ル困難ナルベ シト雖モ之ヲ綜合的系統的ニ各方面ヨリ窺ハバ一定度迄ノ結論 ヲ

得ルハ又必ズ シモ不可能ニアラザルベ シ.抑,發 熱ノ意 義ヲ論 ゼントセバ生物學的方面竝ニ免

疫血漬學的方面ノ二方面 ヨリ觀察 セザルベカラズ.前 者ハ之ヲ措 キ後者ニ關 シテハ從來無數ノ

業績 ヲ見 レドモ或ハ實驗ノ時期古クシテ啓蒙時代ニアリ.或 ハ實驗 ノ條件 ニ遺憾 ノ點アリ.而

巳ナラズ實驗ノ範圍狹少 ニシテ類似ノ問題 ヲ反覆檢討セルモノニ過 ギズ.故 ニ余ハ視野 ヲ擴大

シテ種々ナル方面 ヨリ觀察 シテ綜合的ニ歸納 シ以テ這般問題解決ノ一助 トナサント欲 シタ リ.

第1章　 文 獻 概 説

發 熱 ノ意 義 ニ 關 シテハ 既 ニHippokratesニ ヨ リテ 熱 ヲ以 テ 生 體 ノ自然 的防 禦 機 轉 トセ ラ レ,共 ノ後 希腦 學

派 皆 之 ヲ繼 承 シ前 世 紀 ニ至 リテ モSydenham, Boerhabe, Hoffmann, Schoulein, Cunnstatt, Stahl等 亦 之 ニ

賛 セ リ.然 ル ニ其 ノ後半 ニ至 リPfluger, Finkler, Liebermeister等 出 デ發 熱 問題 ニ關 シ科 學 的 研 究 ノ氣 運釀

成 セ ラ レ殊 ニ 熱 ノ本 態 ニ就 テ始 メテ 科學 的 説明 ヲ與 ヘ タルLiebermeisterハ 熱 ノ不 利 ヲ極 言 シ有 熱 患 者 ニ

對 シテ 冷 浴 或 ハ解 熱 劑 ニ ヨ リテ 鋭 意 體 温 下 降 ヲ計 ラザ ル ベ カ ラズ ト唱道 ス ル ヤ 俄 然 臨 牀 家 ノ注視 ハ 熱 ニ向

ツテ 集 メ ラ レ學 界 ニ一 大 論爭 ヲ惹 起 セ リ.次 イ デRiess, Cnrrie, Wachsmuth, Brand, Bartels, Jurgens,

 Ziemssen等 モ亦 熱 ノ有利 説 ニ對 シ疑 問 ヲ懷 ケ リ.然 ル ニLitten, Naunyn, Welch等 實 驗 的 研 究 ヲ行 ヒ發 熱

ノ 不利 ナ ラザ ル ヲ知 ル ヤ諸 家(Curschmann, Gerhardt, Finkler, Pfluger, Frantzel, Stiller, Ernst, Welt,

 Senator, Glaser, Rol1y, Ughetti etc.)或 ハ臨 牀 的 立 傷 ヨ リ或 ハ實 驗的 根 據 ヨ リ發 熱 不利 論 ヲ反 駁 セ リ.殊 ニ

UnverrichtハLiebermeister卜 激 烈 ナル 論 爭 ヲ反 覆 シ常 ニ

"Das Fieber zwar keine gefahrlose, aber trotz alledem eine, weise Einrichtung "unserer Natur ist."

ト高 調 ヨ リ.爾 來 發 熱 有利 論 ハ 再 ビ學 界 ヲ殆 ド全 ク蓋 ヘ リ.近 來 ニ至 リLubarsoh, Bier, Hoff等 ノ大 家 ハ有

利 説 ヲ奉 ジ, Krehlハ 之 ニ對 峙 シテ 不 利 ヲ唱 へ, Leschke此 間 ニ介 在 シテ 各 種 傳染 病 ニ於 ケル 發 熱 ヲ單 ニ過

敏 熱 ナ リ トシ,今 日 ハ知 見 ヲ以 テ シテハ 直 チ ニ有 利 不 利 ヲ云 爲 ス ル能 ハ ズ ト論 ジIsenschmid, Loffler等 亦

明 確 ニ論 斷 ス ル ヲ避 ケ タ リ.稻 田教 授 ハ 熱 ノ有 利 云 々 ヲ 論 ズ ルハ 餘 リニ 目的 論 ニ走 リ過 ギ タル感 ナキ ニア
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ラズ ト説 ケ リ.抑 々發 熱 ノ意 義 ニ就 テ云 爲 セ ン ト欲 セ バ ソハ總 テ ノ生 物 學 的 方面 ヨ リ論 ゼザ ル ベ カ ラズ.然

レ ドモ余 ハ 唯 其 ノ免 疫 血 清 學 的 方 面 ノ ミノ文 獻 ニ就 テ 囘 顧 セ ン ト欲 ス.

1. Fiebertemperaturト 微 生 物.

Unverricht, M. Muller, Heydenreich, Arloing, Jurgens, Rolly u. Meltzer, Simone, Schaffer u. Stein

schneider,吉 永 氏 等 ハ一 般 細 菌 發 育 ノ至 適 温 度 ヲ 超 エ タル 所 謂 發 熱 温 度 ガ 細 菌 發 育 或 ハ 毒 力 等 ニ及 ボ ス影

響 ヲ檢 シ以 テ 發 熱 ノ意 義 ヲ論 ジ タル モ總 テ 試 驗 管 内實 驗 ニ シテ 近 來 學 者 ノ注 意 ヲ惹 クコ ト少 シ.

2.細 菌 感 染 ニ及 ボス 影 響.

動物 ヲ加 温或 ハ 希却 シ,又 ハ温 刺,局 所 交感 神 經 切断,蛋 白注 射 等 ニ ヨ リテ 發 熱 セ シ メ種 々 ナ ル細 菌 ノ感

染 ニ及 ボ ス影 響 ヲ比 較 セ ル業 績 ヲ大 別 ス レバ 先 ヅ發 熱 ヲ有 利 ナ リ トセ ル モ ノハPasteur, Filehne, Cheinisse,

 Wa1ther, Rovighi, Kast, Ritzmann, Lowy u. Richter, Engelhardt, Citron u. Leschke, Dembowski, Wagner,

 Sirotinin, Welch, Lepine, Pasteur et Joubert, Wagner, Trapeznikoff, Fischl等 ニ シテ,一 定 ノ成 績 ヲ得 ザ

リシカ或 ハ差 違 ヲ認 メザ リシハRolly u. Meltzer, Kraus. Lode, Ibba, Puwlowsky等 ナ リ.反 之 不 利 トナセ

ル モ ノハ僅 ニVincent, Bamnkeieff, Parrino等 ニ過 ギ ズ.石 原 博 士 ハ 鼠 「チ フス 」菌 及 ビ連 鎖状 球 菌 ニ於 テ ハ

從來 ノ文獻 ニ於 ケル ガ如 ク高 温 ノ 影響 ヲ 證 明シ得 ザリ シ モ 肺 炎球 菌及 ビ葡萄 状 球 菌 ニ於 テ ハ 體 温 上昇 ガ著

シク 好影 響 ヲ與 ノル ヲ看 取セ リト 云 へ リ.

3.細 菌 毒 素其 ノ他 二三 毒 物 注射 ニ 及 ボ ス影 響.

動物 ニ 細菌 毒 素 其 ノ他 二三 ノ毒 物 ヲ注 射 セ ル ニ 體温 上 昇 時 ハ ヨ ク之 ニ耐 ヘ タ リ トナ ス 者 ニDubczcanski

 u. Naunyn, Hildebrandt, Aronsohn u. Citron, Lepine u. Lyonnetア リ.反 之Kraus, Rolly u. Meltzerハ

著 シキ影 響 ナ シ ト云 ヘ リ.

4. Interkurrentes Fieberト 慢 性 傳 染 性 疾 患.

發熱 ノ好 影響 ヲ經 驗 セ ル ハ既 ニ17世 紀 ノ時 代 ニ シテ 例 ヘ バ佛 學 派 ノ所 謂 救 治 的 丹 毒(Erysipele salutaire)

ノ如 シ.其 ノ後Boerbabe, Stoll, Burserius, Gay, Dehio, Despres, Ricord, Buseh,Coley, Ling, Rothberg,

 Weiss, Osolin其 ノ他 多數 ノ學 者 ニ ヨ リテ 發 熱 ノ有 利 ヲ報 告 セ ラ レタ リ.カ ノ黴 毒 ノ「マラ リ ヤ」療法 ノ如 キ

モ 一時 ハ 發逵 ノ ミニ ヨル 影 響 ト考 へ ラ レタ リ.、之 等 ノ成 績 ニ對 シテ ハ勿 論 非 特 異 性療 法 或 ハ 額 田 博 士 ノ「ヘ

テ口 」免疫學 説 ヲモ 顧 慮セ ザ ル ベ カ ラズ.

5.免 疫 體 其 ノ他 血 液 ノ一 二 性 状 ニ及 ボ ス影 響.

種 々 ナル 體 温 上昇 時 ニ凝 集素,溶 菌 素,防 禦 素,溶 血素,白 血球 喰 菌 作 用,補 體,自 血球 素,血 小板 素,調 理

素,過 敏性 反 應第ヲ 檢 セ ル モノ ニSchutze, Rolly u. Meltzer, Ludke, Aronsohn u. Citron, Lissaner, Bine

 u. Lissner, Kammerer, Sulima, Ledingham , Friedberger u. Bettac,福 原.帖 佐,吉 永,本 間 川 口,田 原,

 Friedberger u. Seidenberg, Leube, Pitiui, Gori u. Radnitz, Jahann u . Siegler等 ア リテ 其 ノ大 部分 ハ發 熱

ヲ有利 ナ リ トセ リ.石 原 博 十 ニ ヨ レバ「オブ ソ ニ ン」率 ハ發 熱時 上 昇 シ補 體,凝 集 素 ニ變 化 ナク,溶 菌 素 ハ増

加セ リト云 フ,我ガ 教室寺屋 氏ニヨレバ補 體増加 シ,又園部氏 ニヨ レバ正常「オブ ソニ ン」率 ハ上昇 ス ト云 フ.

Bogendorferハ 頸體 ヲ切 斷シ化 學 的温調節或 ハ蛋 白代謝ノ 中樞性 調節 ヲ除キ タルニ 凝 集素産生阻止セ ラル

ル ヲ見,發 熱ノ利害 ニ關ス ル疑問 ハ此方 面 ヨ リ解 決 ノ道 ニ入 リ得 ベキカ トセ リ.

6.解 熱劑 ト抗體.
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山 口氏,岡 部氏, Wagner, Pitini等 ハ解熱劑 ノ投與 ハ抗 體産生,喰 菌作用等 ニ不利 ノ影響 ヲ及 ボス トナシ, 

gretz, Demaire, Sohutzeハ 何等影響 ナシ ト云 ヘ リ.我 ガ教室園部 氏ニヨ レバ正常「オブソニン」量 ニ殆 ド變

化ナキ カ或 ハ却 ツテ上昇セ シム ト云 フ.

以上 ノ文獻 ヲ總欖 スル ニ多 クハ温箱或 ハ温浴等 ニヨル鬱熱 ヲ以テ檢 シ極 メテ少數 ニ於 テ 温刺及 ビ蛋白體

注射 ニヨ リテ檢索セ リ.又 多數ハ冷却試 驗 ヲ行ヘル モ之 ハ稻田教授 ノ指摘 セラ レタルガ如 ク發熱 ト云ハ ン

ヨリ寧 ロ冷却其 ノ者 ニヨル影響 ヲ顧慮セザ ルべカラズ.而 シテ 其 ノ實驗成績ハ 大多 數 ニ於テ發熱 ヲ有利 ナ

リトセ リ.云 来外 男ノ温度的刺戟 ト個體 ム體温昇降 トハ本質的 ニ區 別 スベきモノニシテノ從 ツテ余 ハ温度的

刺戟 ヲ避 ケ狹隘ナル基 礎的 條件 ノ下 ニ置 驗 シ以テ文 獻 ノ不備 ヲ補 ヒ且二 三 ノ知 見ヲ温 加 セ ントセ リ.

第2章　 正常抗體 ニ關 スル實驗

第1節　 實 驗 的 研 究

第1項　 實驗方法竝ニ供試材料

試 驗 動 物 トシ テ體 重2000g内 外 ノ家兎 ヲ選 ビ發 熱 操作 トシテ温 刺, Vaccin及 ビTetrahydro-β-naphthyla

mine (Thermin)ノ 注 射 ヲ行 ヘ リ. Vaccinハ 雲 菌 及 ビ 「チ フス」菌 「ワ クチ ン」ノ發 熱 量 ヲ豫 メ測 定 シ可及 的

效 價 ヲ一 定 ナ ラ シ メテ 用 フ.耳 翼 靜 脉 内 ニ徐 々 ニ注 入 セ リ. Therminハ 其 ノ鹽 酸 鹽 ノ2或 ハ3%水 溶液 ヲ用

ヒ體 重1.0kgニ 對 シ0.02-0.03gノ 割 合 ニ背 部 皮下 ニ 注 射 セ リ.以 上 ノ外 發 熱 催 起 物 質 トシテ 擧 ゲ ラ レ タル

モ ノハ 種 々 ナ ル化 學 的 物 質,同 種 又 ハ 異 種 蛋 白 其 ノ他 多數 ア レ ドモ 余 ハ 唯 々上 記3方 法 ノ ミニヨ リテ 傾 向

ヲ概 觀 セ ン ト欲 シ タ リ.

第2項　 正 常 凝 集 素

正常「チ フス」菌凝 集素ヲ檢 ス.順 次倍數稀釋 ヲ行 ヘル家兎 血清0.5ccニ 豫 メ一定濃度 ニ製 シ0.5%ノ 割 ニ

石炭酸 ヲ加 へ氷室 ニ貯 ヘ シ「チ フス」菌液0.5cc宛 ヲ注加 シ2時 間37℃ 孵卵器 中ニ貯 ヘ タル後取出 シ室温 ニ

放置 シ翌朝成績 ヲ讀 ム.血 清 ハ非働 性 トセルモノナ リ.實 驗成績 次 ノ如 シ.

第1表
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第1表 ヲ見 ル ニ温 刺 ハ發 熱 ノ如 何 ニ拘 ラ ズ全 ク影 響 ナ シ. Vnooinハ 大 多 數 影 響 ナ ク,少 數 ニ於 テ 體 温 既 ニ

正 常 ニ復 セル 注 射後24時 間 ニ於 テ 輕 度 ノ上 昇 ヲ見 タ リ.而 シテ 此變 化 ハ「チ フス」菌「ワ ク チ ン」タル ト雲 菌

「ワ クチ ン」タル ト ヲ間 ハ ズ差 違 ナ キ ヲ見 レ バ非 特 異 性 作 用 ニ基 ケル モ ノナ ル カ. Thermiu注 射 モ亦 一般 ニ

變 化 ナ ク,一 部 ニ於 テ ハ寧 ロ減 弱 スル コ トア リ.之 ヲ要 ス ルニ 正 常 「チ フス 」菌 凝 集素 ニハ著 ン ク動 搖 ヲ與

ヘズ.

第3項　 正 常 溶 血 素

正常 山 羊 血球 溶 血 素 ヲ檢 セ リ.非 働 性 血 清 ヲ用 ヒ補 體 ト シテ 新 鮮 「モ ル モ ツ ト」血清 ノ效 價 ノ3倍 量 ヲ用

フ.第1表 ニ就 テ 見 ル ニ温 刺 及 ビVaccinハ 著 シキ 影響 ヲ與 ヘ ズ. Therminモ 多 數 ニ於 テ 動 搖 ヲ見 ザ レ ドモ

體 温43℃ 以 上 ニ上 昇 シ タル 死 前 ニハ輕 度 ノ減 少 ヲ見 タ リ.

第4項　 防 禦 素

Fodorノ 實 驗, Buchnerノ 提 唱 以 來 自然 免 疫 性 或 ハ自 然 抵抗 力 ニ關 スル解 説 トシ テ所 謂 防禦 素(Alexin)

ノ存 在 ハ諸 家 ニ ヨ リテ 確 認 セ ラ レタ ル事 實 ナ リ,而 シテ今 日 ノ知 見 ニ從 へバAlexin作 用 ノ發 現 ニ對 ンテ ハ

2箇 ノ因子 ノ共 働 作 用 ニ ヨル モ ノ ト考 ヘ ラ ル.即 チー ハ 安 定 ニ シテ且tbermostnbilナ ル免 疫 操作 ニ ヨ リテ 上

昇 シ得 ル抗 體(双 囁 體)ニ シテ,他 ハ不 安 定 ニ シ テ且thermolabilナ ル補 體 ナ リ トス.故 ニ先 ヅAlexin作 用

ヲ檢 シ,然 ル後 溶菌 素 竝 ニ 溶菌 性 補 體 ニ及 バ ン トス.此 關 係 ハ 溶 血素 作 用 ニ於 ケ ル ト全 ク同 一 ニ シテ,兩 者

果 シテ一 元 ナ リヤ 否 ヤ ハ 茲 ニ問 ハザ レ ドモ 少 ク トモ密 接 ナ ル連 關 ア ル コ トハ 事 實 ナ リ.故 ニ正 常 溶 血 素 檢

査 ニ次 イ デ 本實 驗 ヲ企 テ タルハ 無 意 義 ニ ア ラ ズ ト信 ズ.

實 驗 方 法

大 體Neisser-Wechsberg氏 法 二則 ル.可 檢 血 清 ヲ10% Bouillon加 生 理 的 食 鹽 水 ヲ以 テ下 表 ノ如 ク順 次 倍

數 ニ稀釋 シテ用 フ.菌 液 ノ濃 度 ハ最 モ 困難 ヲ感 ズ ル所 ニ シ テ余 ハ次 ノ濃 度 ニ於 ケル ヲ最 良 ト信 ジ タ リ.即 チ

腸 「チ フス」菌 ノ18時 間 寒 天 斜 面 培 養 菌 苔1.0mgヲ 化 學 天 秤 ニテ 秤 量 シ之 ヲ10% Bouillon加 生 理 的 食 鹽 水

ニテ1.0000倍 ニ稀 釋 シ タル モ ノ ヲ用 ヒ タ リ.稀 釋血 清0.5cc宛 ヲ試 驗 管 ニ ト リ之 ニ同 一 「ピ ペ ツ ト」ヲ以

テ菌 液1.0滴 宛 ヲ加 へ振 盪 シテ 内 容 ヲ混 加 シ37℃ 孵 卵 器 ニ收 メ, 2時 間後 各 試 驗 管 内容 ヲ豫 メ加 温 溶 解 後

43°-45℃ ニ保 テ ル寒 天 培養 器 中 ニ混 ジ平 板 ニ凝 固 セ シ メ24時 間37℃ ノ孵 卵器 中 ニ培 養 シ タル後,形 成 セ

ラ レタル聚 落 數 ヲWolfhugel氏 聚 落 計算 盤 ニ テ計 算 シテ 成 績 トナ ス.對 照 試 驗 トシテ ハ10% Bouillon加 生

理 的食 鹽 水 ニ菌 液 ヲ加 へ直 チ ニ平 板 培 養 セ ル モ ノ(對 照I).及 ビ之 ヲ2時 間37℃ ノ孵 卵 器 ニ收 メ タル後 平

板 培養 セル モ ノ(對 照II)ヲ 以テ ス,本 實 驗 ニ對 シ最 モ誤 差 ヲ來 スハ 菌 液 ナ ル ガ故 ニ同1列 實 驗 ニ對 シテ ハ

常 ニ同 一菌 液 ヲ使 用 ス ル コ ト トセ リ.不 用 時 間 中ハ 氷 水 中 ニ入 レテ 氷 室 内 ニ收 メ タ リ.

第2表 ニ就 テ 見 ル ニVaccin及 ビ温 刺 ノ場 合 ハ 共 ニ發 熱 時 ニ於 テ聚 落數 減 少 シ平温 ニ下 ル ヤ之 ニ伴 ヒテ

再 ビ増加 ス.即 チー過 性 ノ殺菌 力 上昇 ヲ見 ル. Thermin注 射 熱 ノ場 合 ハ實 驗 家 兎5匹 中3匹 ハ 明 カ ニ増 強

シ1匹 ハ殆 ド變 動 ナ ク,他 ノ1匹 ハ輕 度 ニ減 少 セ リ.即 チ一 般 ニ輕 度 ナ レ ドモ 増加 ノ傾 向 ヲ トル モ ノ ノ如

シ.

5



1326 伊 藤 駒 夫

第2表

第5項　 正 常 溶 菌 素

前項實驗 ニ於テ發熱 ガAlexin作 用 ニ動搖 ヲ與 フル コ トヲ知 リタルガ故 ニ次 イデ正常双 攝體ニ就テ檢 セ リ.

實 驗 方 法

家兎血清ハ56℃ ニ於テ30分 間加温 シテ 非働性 トナス 補體 トシテハ10倍 ニ稀釋 セル新鮮「モルモ ツ」ト

血清 ヲ用 フ.「 モルモ ツト」血清 中ニモ正常溶菌素存在 セルモ之ガ溶菌 價及 ビ溶菌 性補 體價 ヲ實 驗毎 ニ測定

スルハ困難 ナル ガ故 ニ余ハ數匹 ノ健康「モルモ ット」ヨ リ心臟穿 刺 ニヨ リテ得 タル血清 ヲ混和 シテ用ヒ タリ.

6
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菌液ハ「チ フス」菌 ノ18時 間寒天斜面培養菌苔1mgヲ トリ之 ヲ10% Bouillon加 生理的食鹽水 ニテ1000倍

ニ稀釋 シテ用 ニ供 ス.各 試驗管 ニ10% Bouillon加 食鹽水 ニテ倍 數稀釋 セル可檢血清0.5cc宛 ヲ トリ補體

0.5cc及 ビ菌液1滴 ヲ加 へ混和 シテ37℃ ノ孵卵器 ニ2時 間收 メタル後各管 内容 ヲ豫 メ加温溶解セ ル43-45℃

ノ寒天 ニ加へ,混合 シテ「シヤー レ」ニ注 ギ21時 間平板培養 ヲナ シ聚落 數 ヲ計算 ス.對照 トシテ10% Bouil1on

加生理的食鹽水 ニ菌液 ヲ混 ジ直チニ溶解 セル寒 天ニ加 へ平板培養 ヲナセルモ ノ(對照I). 10% Bouillon加

食鹽水 ニ菌 液ヲ混 ジ2時 間37℃ ニ收 メタル後平板培養セル モノ(對 照II). 2倍 稀釋家兎 血清 ニ菌液及 ビ

Bouillon加 食鹽水 ヲ加へ, 2時 間 孵卵器 ニ置 キタル後平板培養 セルモノ(對 照III)竝 ニ補體液 ニ菌 液及

ビBouillon加 食鹽 水ヲ加 ヘテ平板培 養ヲ行 ヘルモ ノ(對 照IV)ヲ 以テス.

第3表

上表 ニ就テ見 ルニ温刺 ハ4例 中3例 ハ殆 ド見 ルべキ動搖 ナク, 1例 ハ輕度 ノ上昇 ヲ見 タ リ.(上 昇例表記

載). Vacchハ 輕度 ニ上昇 スル コ トアルモ一般 ニ殆 ド影 響ナ シ. Therminハ 稍 々上昇 セルモ ノ1例 ア リタル

モ他ハ著 シキ變化 ヲ見 ズ.即 チ余 ノ實驗範圍 内ニテハ正常 溶菌素ハ殆 ド影響 ヲ蒙 ラザルガ如 シ.

第6項　 溶 菌 性 補 體

前項 實驗 ニヨ リ正常溶菌素 ニ著 シキ變化 ナキ コ トヲ知 リタルガ故 ニ更 ニ溶菌性 補體 ニ就テ實驗 ヲ重 ネ ン

ト欲ス.

實 驗 方 法

可檢 家兎血清 ノ遞減量 ヲ各管ニ0.5cc宛 トリ溶菌素 トシテ 「チ フス」菌免疫家 兎血清 ノ溶菌價 ノ3倍 量

0.5ccヲ 加 へ更 ニ上記菌液1滴 宛 ヲ追加 シ振盪混和 シテ37℃ 孵卵器 内ニ置 ク コト2時 間 ノ後各 管内容 ヲ豫

メ溶解 セル寒天 ニ注 ギテ平板培養 ヲ行 ヒ聚落数 ヲ計算 ス.對 照試驗 トシテ10% Bouillon加 生理的食鹽水 ニ

7
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菌 液 ヲ混 ジ直 チニ平板 培養 シ(對 照I).或 ハ之 ヲ2時 間37℃ ニ保 テル後 平板 培養ス(對 照II)次 ニ32倍

稀 釋可檢血清 トBoulnon加 食鹽水及 ビ菌液 トヲ混加 シ2時 間37℃ ニ保テル後平板 培養 シ(對 照III)次 ニ

溶菌素 血清 ニ菌 液及 ビBouillon加 食鹽水 ヲ混加 シ2時 間孵卯器 ニ收 メタル後平板培養 シ(對 照IV)以 テ比

較 對照セ リ

第4表

第4表 ニ就テ見 ル ニ温刺熱及 ビ「ワクチ ン」熱 ノ場合ハ溶菌性補體 ノ増量 ヲ見 ル. Thenmm注 射ハ影響少

シ.

以上3項 ノ實驗 ニヨ リ血清 内防禦 素 ノ動搖 ハ溶菌性双攝 體 ノ變 動ニ基 クヨ リモ 寧 ロ溶菌 性補體 ノ増減 ニ

8
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基 クモ ノノ如 シ.即 チ尠 ク トモ温刺熱及 ビ「ワクチン」熱 ニ於 テハ溶菌性補 體ハ上昇 スル コトヲ知 レ リ.而シ

テ此動搖ハ一過性 ニ シテ體温下降後長 ク持 續セズ.

第7項 正 常 家 兎 「ワ」氏 反 應

Wmssermann氏 反籐物 質ハ 正常家兎 血清 中ニ證明 シ得 ラルル コトア リ.本 物質 トSpirrochaeta pallidaノ感

染 ニヨ リテ生 ズル特異性 「ワ」氏反應Rengineト ノ異同 ニ就テハ幾多 ノ實驗 ア レドモ未 ダ定説 ナク2物 質 ヲ

確實ニ分離 セル業績ナ シ.而 シテ「ワ」氏反 應ガ諸種 ノ傳染病,發 熱 患者,異 種蛋 白體療法 等ニヨ リテ増強 シ

或 ハ發現 スル コトアルハ既 ニ周知 ノ事實 ニシテ 余 モ亦Malaria接 種患 者及 ビ猩紅熱 患者 ニ於テ發熱時著 明

ニ増強セル例 ヲ經驗セルガ之 ガ果 シテ發熱 ニ ヨル影響 ナルヤ或ハMalaria原 蟲 又ハ猩紅 熱病原體 ノ作用 ナ

ルヤ不明 ナル ガ故 ニ推 論 ヲ控 ヘ タリ.故 ニ茲 ニハ特異性「ワ」氏反應 「レアギ ン」ト明 確ニ區別 シ難 キ正常家

兎「ワ」氏 反應「レアギン」ヲ用 ヒテ之 ト發熱 トノ關係 ヲ研究 シ便 宜上正常 抗體 ノ章 下 ニ掲ゲ タリ.

實 驗 方 法

Antigenト シテハCholesterin加 牛心臓「エキス」ヲ用 ヒBrowning氏 法 ニ從 ツテ實驗 ス.

實 驗 成 績

第5表

第5表 ヲ見 ルニ温刺 及 ビVaccin注 射ハ全 ク影響 ヲ與 ヘズ.反 之Thermin注 射ハ時 ニ減少 ヲ認 ムル コトア

レ ドモ其 ノ減少 ハ極 メテ一過性 ニシテ體温下降後 ニハ既 ニ正常 ニ歸 レリ.

9
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第2節　 臨 牀 的 研 究

從來 ノ研究 ハ殆 ド總テ家 兎ニ於 ケル實驗的研究 ニ止 レリ 故 ニ腸「チフス」,赤痢,猩 紅熱Dlphterle其 ノ

他 二三 ノ發熱 患者 ニ於 テ比較的急激 ナル體温昇降 ト正常抗體 量 ノ關 係ヲ比較觀察 セ リ.體 温 下降 ハ 自然解

熱及 ビ解 熱劑投與 ニヨル モノヲ含 ム

第1項 發 熱 患者 ノ 正 常溶 血素 及 ビ正 常凝 集 素

可檢血清ハ總テ非働性 トス 補體 トンテ「モルモツ ト」血清 ヲ用 フ 正常 山羊血球 溶血素及 ビ正常「チ フス」

菌凝集素 ヲ檢セ リ.

第6表

第6表 ニ就テ見 ル ニ正常溶血素ハ殆 ド動搖 ヲ見 ズ 正常凝 集素 モ亦多數 ニ於テ變化 ナケ レ ドモ少數 ニ於

テ發熱時上昇セルモ ノヲ見 タリ.全 例 ヲ通 ジテ之等抗 體ガ高熱 時減少 セルモ ノハナ シ.

第2項　 腸「チフス」患者ニ於ケル正常溶血素

正常溶血素 ノ解 熱時減弱 セルモノ2例 アレ ドモ他 ハ總テ變 動ヲ見 ズ 即 チ一般 ニ正常 溶血素 ハ安定 ナル

モ ノニシテ 發熱 スルモ短 時間 内ニハ全 ク動搖 セザ ル コ トヲ知 ル 而 シテ 之 ト免 疫凝 集素 ト比較 スルニ免疫

凝 集素ハ動搖 アル ニモ拘 ラズ正常溶血素ハkonstantニ シテ全 ク兩者 ハ無關係 ニ動搖 ス(第7表).

10
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第7表

次 ニ腸 「チ フス」ノ全經過 ニ亙 リテ正常 溶血素 ヲ觀 察セルニ熱下降 期 ニ移 行 シ,凝 集價 ガ最高時期 ノ末期

或 ハ下降期 ニ入 リシ時一 時輕度 ノ上昇 ヲ見 ルコ トア リ 然 レ ドモ長時 日持 續スル コ トナ クシテ再 ビ下降 ス

即 チ正常溶血素ハ可成 リ安定 ニシテ容 易 ニ動搖 セザル コトヲ知 ル(第8表).

第8表

11
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第5章　 免疫抗體ニ關 スル實驗

第1節　 實 驗 的 研 究

第1項　 沈 降 素

免疫體 ニ關 スル發熱時 ノ實驗ハ從來凝集素,溶 血素,溶 菌素 ニ限 ラレタルガ抗體 ハ球性抗元 ト液性抗元 ト

ノ2者 ノ場合必ズ シモ平行 シテ動搖 スル モノニア ラザルガ 故 ニ液 性抗元 ニ於ケル抗體 ノ消長 ヲ檢 スルハ缺

クベカラザルモ ノ ト信 ズ.而 シテ從 來沈降 素檢査法 トシテ慣用 セラルルUhlenhuth氏 法 ハ沈降元 ノ稀釋度

ニヨ リテ 反應度 ヲ表 ハスモ ノニシテ他 ノ免疫反 應例ヘバ溶血素凝集素等 ガ一定 抗元 ト反應 シ得 ル免疫血清

ノ最高稀釋度 ヲ以テ決定 セラルル ニ比 スレ バ奇異 ノ感無 キニシモ アラズ.茲 ニ於テ 本學緒方教授ハ 稀釋沈

降法 ヲ創始 セラレ免疫血清 ヲ稀釋 シ之 ニヨ リテ 沈降素價 ヲ表示 セラ レ同教授 ノ教室 ニ於 テハ專 ラ此新法 ニ

ヨ リテ實驗 シ幾 多 ノ疑 問ヲ氷解 セラ レツツア リ.故 ニ余 ハ從來 ノUhlenhuth氏 原法竝 ニ緒方氏稀釋沈降法

ヲ併用 シ以テ發熱 ニヨル沈降素 ノ變 化 ヲ實驗セ リ.

實 驗 方 法

稀釋 沈降法 トシテハ可檢血清 ヲ「メルク」製「ア ラビヤゴム」ヲ2%ノ 割 ニ生理的食鹽水 ニ溶解 セル液 ヲ以

テ稀釋 シ之 ニ種 々ナル稀釋度 ノ沈降元 ヲ重疊 ス.

1.卵 白沈降素

A.温 刺 ノ沈降素産生 ニ及 ボス影響

體重2000g内 外 ノ家兎 ニ5%卵 白液5ccヲ 注射 シ注射後 直 チニ温刺 ヲ施 セ リ.發 熱 セザ リシモノハ除外

ス.

對照 ト比較 スルニ 曲線 ノ形 状ハ殆 ド同一ナ レドモ 注射後 第3日 ニ於テ稍 々高度 ニ現 ハルルガ如 キモ其 ノ

後 ノ經過 ハ全 ク同様ナ リ.症 例少數 ナルヲ憾 ミトス レ ドモ 少 ク トモ余 ノ實驗例 ニ於テ ハ温刺熱 ハ沈降素産

生 ニ著 明ナル影 響 ヲ與 ヘズ.

B. Tnermin注 射熱 ノ沈降素産生 ニ及 ボス影響

體重20000g内 外 ノ家兎 ニ5%卵 白液5ccヲ 注射 シ注射當 日,翌 日,翌 々日 ノ3日 間連續 シテ毎 日Thermin

12
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ラpro Kilo 0.015-0.02g注 射 シテ沈降素産生 ノ經過 ヲ觀 察スルニ次 ノ如 シ.

此場合ハ明 カニ曲線 ハ右方 ニ向 ツテ移 動 サル.即 チ上昇緩 漫ナル感 ヲ與 フ.即 チ第4日 ニ於 テハ對照 ニ比

シ頗ル低ク第12乃 至第16日 ニ至 リテ最高價 ニ達 シ,而 モ第16日 ニハ既 ニ下降 シ始 メ,最 高 價持續期 ハ對

照 ニ比 シ短 シ.即 チThermin注 射ハ沈降素形成 ヲ阻害 スルモノノ如 シ.

C.温 刺, Vaccin及 ビThermin注 射 ノ既成沈降素 ニ及 ボス影響

體重2000g内 外 ノ家兎 ニ5%卵 白液5ccヲ3乃 至數 囘注射 シ,最終免疫後早期,極 期竝 ニ下降期 ノ種 々ナ

ル時期 二發熱操作 ヲ加へ發熱 前,發 熱期,解 熱時 ニ於テ沈降素價 ヲ測定セ リ.

第9表

13
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第9表 ニ就テ見 ル ニ免 疫後 早期 ニ於テハ温刺及 ビVaccin注 射 ニヨリ著 シキ變化 ナ シ.此 時期 ニ於テハ未

ダ最高價 ニ達セズ シテ元 來免疫價ハ上昇 シツツアル時期ナ レ ドモ 發熱 ニヨ リテ強キ衝働 ヲ受 ケ急激 ニ最高

價 ニ達 スルガ如 キ コ トヲ經驗 セズ.勿 論 「ワクチ ン」熱 ニ於 テハ其 ノ後 ノ經過 ヲ追及 スレバ或 ハ多少 ノ變化

アルベキハ想像 スル ニ難 カラザ レドモ之 ハ余ガ實驗 ノ本 旨ニアラザ ルガ故 ニ長時間 ノ觀察 ハ行ハザ リキ.

 Therminニ 於 テハ變 動ナキモ ノモア レドモ一部 ニ於 テハ 一時發 熟 ト共 ニ上昇 シ後速 ニ下降 シ或 ル場 合ニハ

注射前 ノ價 ヨ リ更 ニ下降 スルガ如 キコ トア リ.最 高期(最 終免疫 後5-7-10日)ニ 於 テハ温刺及 ビ「ワクチ

シ」熱 ハ殆 ド影響 ヲ與 ヘズ. Thermin注 射 ハ一時下降 セ シムル コトア リ.然 レ ドモ多クハ速 ニ囘復 ス.何 等

變化 セザルモノモア リ.然 ルニ免疫 下降期 ニ至 レバ始 メテ明 カニ發熱 ノ影響 ヲ看取 シ得.殊 ニ末期ニ於テ然

リ.即 チ逐 日的 ニ下降 シツツア リシモノガ温 刺及 ビVaccin注 射 ニヨ リテ一過 性 ニ上昇 セリ.又 反應 既ニ消

失 シタルモ ノニ於テ再 ビ催起 シ得 タル例 ア リ.此 際Vaccinニ 於テハ發熱セザルモ僅 ニ上昇 スル コ ト多 シ.

温刺 ハ装 熱ヲ見 タル例 ハ大多數 上昇 ヲ見,發 熱セザ リシモ ノニ於 テハ僅少 ノ上昇 ヲ見 ルモ ノト變化ナキモ ノ

ト,寧ロ下降 スルモ ノト相半 バ シテ一定 ノ成績 ヲ得 ル能 ハズ. Therminニ 於テハ多數 ニ於テ何等 ノ影響 ヲ見

ル能ハ ズ.少 數例 ニ於テ或ハ僅 ニ上昇 シ或ハ下降 スルコ トアルモ一定 ノ傾 向ヲ知 ルヲ得 ズ. 41°-42°-43°等

ノ過 高熱 ヲ來 ス場合ハ死前 ニ減少 ヲ見 ル コト多 シ.

2.「 チ フス」菌沈降素

家兎 ヲ腸「チフス」死菌 ヲ以 テ免疫 シ免疫 終了後 早期,極 期,下 降期 ニ發熱操作 ヲ加 ヘ,操 作後短時間内 ニ

於 ケル沈降素 ヲ計 レ リ.

細菌沈降元 トシテハKolle氏 罎 ノ24時 間寒 天培養 ニ20ccノ 蒸餾水 ヲ投 ジ菌浮游液 ヲ製 シ, 60℃ 1時 間加

熱殺菌 シ,次 イデ48時 間37℃ 孵卵器中 ニ收 メ, Berkefeld氏 濾過器 ヲ以テ濾過 シ,得 タル微 黄色透 明ナル

濾液ニ0.85%ノ 比 ニ食鹽 ヲ加 ヘ氷水中 ニ貯 ヘタルモ ノヲ使 用 ス.本濾液 ノ蛋 白含有量ハ 血清 ノ約1000分 ノ

1ヲ 示考 リ.

14
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第10表

第10表 ニ就テ見 ルニ卵 白沈降素 ニ於 ケルガ如 ク免疫後早期 ノ上昇及 ビ極期 ニハ温刺及 ビVaccinニ ヨ リ

著變 ヲ見ズ. Therminモ 此場 合ハ殆 ド動揺 ヲ與 ヘズ.下 降期殊 ニ末期 ニ至 レバ半數 ニ於テ温刺及 ビVaccin

ニ於テハ一過性 ノ上昇 ヲ見 ル.半 數ハ全 ク動揺 セズ.此 場 合ニ於 テモ既ニ反應 消失 セルモ ノニ既往性反應 ヲ

催起 シ得 タル例 ア リ. Therminハ 成績 區々ニ シテ 一定 ノ傾 向 ヲ窺 フヲ得ザ レドモ一般 ニハ著 シキ動搖 ヲ證

明セザル モノトス.尚 ホUhlenhuth氏 原法ハ稀釋法 ニ比 シ變 化 ノ形式區々 ニシテ,判 別 ニ迷 ハ シムル コト

15
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屡 々ア リ.故 ニ前述 成績 ノ批判 ニ就テハ專 ラ稀釋沈降價 ニヨ レリ.

第2項　 凝 集 素

1.温 刺 ノ凝 集素産生 ニ及 ボス影響

腸「チフス」死菌 ヲ以テ家 兎ヲ免疫 シ之 ト同時 ニ温刺 ヲ施 セルニ殆 ド差違 ヲ見 ズ.

2. Thermin注 射熱 ノ凝集素産 生 ニ及ボス影響

抗元注射當 日,翌 日及 ビ翌 々日ノ3日 間連續 シテpro Kilo 0.015-0.02gノTherminヲ 注射 シテ觀 察セル

ニ前項卵 白沈降素 ニ於 ケルガ如 ク凝集素出現稍 々遲延 シ且最高期間短 クシテ速 ニ下行期 ニ移 行ス.

3.温 刺, Vaccin及 ビThermin注 射 ノ既成凝集 素ニ及ボス影響

第10表 ニ就テ見 ルニ免疫 後早期 ニ於 ケル上昇期或 ハ極期 ニ於テ ハ3者 共 ニ何 等 ノ影響 ヲ與 ヘズ.免 疫末

期 ニ於テ温刺及 ビVaccinハ 僅 ニ上昇 セシムル コ トア リ.多 數 ハ何等 ノ動揺 ヲ見 ズ. Therminノ 注射 ハ一定

ノ傾向 ヲ擧示 セズ.大 多數 ニ於テkonstantナ リ.

第3項　 溶 血 素

家兎 ニ於 ケル免疫山羊血球溶 血素 ニ就テ檢 セ リ.

1.温 刺及 ビThermin注 射 ノ溶血素形成 ニ及ボ ス影響

温刺家兎ハ影響 ナシ. Therminヲ 注射 ス レバ溶血素ハ沈降素及 ビ凝集素 ト稍 々異 リ急速 ニ上昇 シテ最高

價 ニ達 ス.即 チ陰性期 ヲ短縮 ス.然 レ ドモ最高時期 モ亦短 クシテ 對照ニ比 シ速 ニ下降 期ニ移行.セリ.從 ツテ

比較的特異 ノ曲線 ヲ作 ル.

2.温 刺, Vaccin及 ビThermin注 射 ノ既成溶血素 ニ及 ボス影響

第11表
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第11表 ニ就テ見 ルニ冤疫後 早期 及ビ最高 期ニハ著 シキ變化 ヲ見 ズ.免 疫末期 ニ於テ温刺及 ビVaccin熱

ノ場合ハ一過性 ノ上昇 ヲ見 ルコ トアルモ其 ノ例數ハ温刺3匹 中1匹, Vaccin 7匹 中2匹 ニ過 ギズ.即 チ必發

ノ現象 ニハアラザ レドモ一部 ニ於テ上昇 スルコ トアルハ事實ナ リ. Therminハ 何等影響 ヲ與 ヘズ.

第4項　 Forssman氏 抗 體

「フ」氏抗 體ハ類脂肪體抗體 ノー ナ リト認 メラル.而 シテ該抗體 ガ免疫機轉 ニ對 シテ重 要ナル位置 ヲ占ム

ルハ最近陸續 トシテ發表セラルル業績 ノ一致 スル處 ナ リ.故 ニ余ハ「フ」氏抗 體 ヲ檢 シ以テ發熱 ト類脂肪體

抗體 トノ關係ヲ推サ シ トセ リ.

實 驗 方 法

抗元 トシテ健康 「モルモツ ト」ヲ放 血死 ニ至 ラ シメ可 及的無菌的 ニ腎臟 ヲ別出 シ皮膜 ヲ剥離 シタル後滅菌

乳鉢ニ入レ微細 ニ挫砕 シ10%生 理的食鹽水浮游液 ヲ作 リ家兎腹腔 内 ニ注入ス.補 體 トシテハ健康海〓血清

ヲ用 フ.

1.抗 元 ヲpro Kilo 1.5cc注 射 セル後直 チニVaccin, Therminヲ 注射 シテ發熱セ シメシニ殆 ド「フ」氏抗

體産生 ニ對 シ見ル ベキ影響 ヲ與 ヘズ.

2.抗 元 ヲPro Kilo 1cc, 1.5cc, 2ccヲ6日 間 ノ間隔 ヲ置 キテ3囘 注射 シタル後實驗 ス.

第12表

即チ免疫下降初期及 ビ末期 ニ於テ檢索 シタルニ何 レノ發熱 ニ對 シテ モ殆 ド反應 ヲ來サズ. Heterogenetis

cher Antikorperハ 發熟衝動ニ ヨ リテ著 シキ影響 ヲ受 ケザルモ ノノ如 シ.

第5項　 生 菌 注 入 家 兎 ニ於 ケ ル 凝 集 素竝 ニ沈 降 素産 生

余ハ後章記載 ニ於 ケルガ如 ク,家 兎 ニ發熟操作 ヲ加 ヘ之 ニ生菌 ヲ注入 シテ二三 ノ實驗 ヲ行 ヘルガ,此 家兎

17
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ニ就テ死 亡セザ リシモ ノノ其 ノ後 ニ於 ケル凝集素及 ビ沈降素 ノ産 生ヲ觀 察 シタリ.是レ前項記載 ト重複 スル

ガ如 キ モ本實驗成績ハ死菌免疫 ニ於 ケル場合 ト稍 々異 ル處 ア リテ些 カ興味 アルガ故 ニ特 ニ本項 ヲ掲 ゲク リ.

第13表

第13表 ニ於テ其 ノ平均價 ヲ示ス.正 常家兎 ハ既 ニ第3-4日 ニ於テ凝集 素 ノ上昇 ヲ始 メ第6-9日 ニテ

最高價 ニ達 ス.沈 降素ハ出現遲 ク第5-6日 ニ始 メテ證明 セラ レ順次 上昇 シテ第11-13日 ニ最高 ニ達 ス.

 Vaccin熱 家兎 ハ凝 集素 及ビ沈降 素 ノ産生 ヲ促進 シ陰性期 ヲ短縮 ス.即 チ第2-3日 ニ凝 集素 ノ上昇ヲ認 メ第

5-7日 ニ最高 ニ達 ス.沈 降素 モ5-7日 ニ出現 シ9-11日 ニ最 高價 ヲ示 ス.温 刺熱 モ亦稍 々促進 ノ傾 向ヲ認

ム. Thermin熱 ニ於テハ多少阻害 ス.死菌 免疫 ノ場合ハ抗 體産 生 ニ殆 ド影響 ヲ與 ヘザ リシモ此場合ハ多少異

ル處 ア リテ發熱 操作 ガ稍々抗體産生 ニ對 シ促進的 ニ作用 スルハ興味少 カラザル ヲ覺 ユ.

第2節　 臨 牀 的 研 究(腸 「チ フ ス」患 者 ニ 於 ケ ル 凝 集 素 竝 ニ 沈 降 素)

腸 「チフス」患 者ニ於 テ自然解熱,腸 出血, Pyramidon投 與或ハBagnon注 射 ニヨル比較的急激 ナル解熱 時

ニ於 ケル「チ フス」菌凝 集素竝 ニ沈降素 ヲ解熱 前 ト比較檢査セ リ.實 驗方 法ハ前節 ニ於 ケル ト同樣 ナ リ.凝集

素 ハ第7表 ニ表示 シ,沈 降素 ハ第14表 ニ於テ表 セ リ.

18
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第14表

解熱劑投與殊 ニBagnon注 射 ハ一時凝集素價及 ビ沈降素價 ヲ低下セ シム ルコ トアリ.殊 ニ之ハ沈降素 ニ著

明ニシテ凝集素 ハ之 ニ比 シ安定 ニシテ動揺 シ難 シ.腸 出血 ニヨル體温下降 ハ抗 體 ニ影響 ヲ與 ヘズ.余 ハ2例

ニ於テ僅少 ノ低下 ヲ見 タル ノ ミ.次 ニ全經過 ヲ通 ジPyramidon或 ハElbonヲ 投與 シ抗體價 ヲ觀察 シ タル ニ

何等抗體曲線 ニ變化 ヲ與 ヘズ.且 最高値 ヲ抑 止 スルガ如キ コ トナカ リキ.症 例僅 ニ3例 ナ レドモ實驗例 ニ於

ヲ.ハ解熱 劑ノ長期投與 ニヨ リテ抗體産生 ハ著 シキ變化 ヲ受 ケズ.但 シ3例 共 ニ體 温曲線 モ 亦著明ナル變 效

ヲ受 ケザ リキ.

第4章　 感 染 防 禦 力 ニ 關 ス ル 實 驗

前2章 ニ於テ 血中諸種免疫體 ノ消長 ヲ觀察セ ルガ 之等 抗體 ガ直チニ該個 體 ノ免疫能 力或 ハ抵抗 力 ヲ指 示

シ能ハザル場合 アルハ周知 ノ事實ナ リ. v. Behringノ"immun"ナ ル語 ノ定 義ニ從 ヘバ血清 ノ免疫 カ トハ

19
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該 血清 ガ血中ニ浸入 セル細菌 ヲ死滅 セシメ個體 ガ感染 ニ陷 ルヲ防禦 スル能 力 ニ外 ナラズ.故 ニ余 ハ發熱 時

ニ於 ケル血 清 ノ感 染防 禦力ヲ檢 シタ リ.

實 驗 方 法

腸 「チフス」菌18時 間寒天斜面培養 ヲ10% Bouillon加 生理的食鹽水 ニテ浮游液作 リ.之 ヲ以テ 「マウス」

ノ最 小致死 量(體 重15g内 外 ノ「マウス」ヲ24時 間 内ニ死 亡セ シムベキ「チ フス」生菌量)ヲ 測定 セ リ,余 ガ

使 用菌株 ハ0.1mgナ リ.體重15g内 外 ノ1群 ノ「マウス」ヲ トリ之ガ腹 腔内 ニ被 檢血清 ヲ注射 シ直チ ニ菌 ノ

最 小致死量 ノ1.5倍 量 ヲ注入 ス.菌液 ハ0.5cc注 入 ス. 48時 間以内 ニ死亡セ ルモノヲ陽 性 トナス.實 驗家兎ハ

腸 「チ フス」生 菌 ヲ以テ前章 ニ於 ケルガ如 クシテ免疫 シ注射 後2-3週 間 ノ時期 ニ於テ檢 ス(凝 集價6400-

25600倍).

實 驗 成 績

第15表

第15表 ニ就テ見 ルニ温刺, Vaccin及 ビThermin注 射 ヲ施 シ發熱 セ シムルモ殆 ド全 ク影響 ヲ見 ズ.然 ル

ニ免疫體 ハ或ル程度 ノ影響 ヲ受 クルコ トアルガ故 ニ之等免疫體 ト感染 防禦 力 トハ如何 ナル關 係 ニア リヤ.

相互間 ノ關係 ヲ知 ラシガ爲 ニ家兎 ヲ腸「チフス」死菌 ヲ以テ免疫 シ其 ノ後 ノ各抗體及 ビ感染防禦 カ ノ推移 ヲ

檢 シ タルニ先 ヅ凝集素出現 シ沈降素稍 々遲 レテ發生 シ最後 ニ感染防禦 力 ノ發 現 ヲ見 ル.而 シテ凝 集素及 ビ

沈降素 ノ最高 價維持期間 ハ短 クシテ實驗 例ニ於 テ1週 日ヲ越ユル コ トナ シ.然 ル ニ懸染防禦力 ハ最高價維

持2週 日ニ亙 ル.即 チ感染防禦力 ト冤疫體 ノ消長ハ必ズ シモ一致 セズ.之 ヲ以テ直 チニ兩者 ノ免疫機轉 ニ對

ス ル意義 ヲ論 ズルハ早 計ナルベキモ興味 アル成績 ナ リ.
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第5章　 血 清 竝 ニ 臟 器 殺 菌 力 ニ 關 ス ル 實 驗

余 ハ第3章 ニ於 テ 防 禦 素 ニ開 ス ル實 驗 ヲ報 告 セ リ.故 ニ本 章 ニ於 テ 再 ビ 血 清 液 菌 力 ヲ檢 ス ルハ 一 部 ニ 於

テ重複 ス ル所 ア レ ドモ 近 來 ノ實 驗 ニ ヨ レ バ 血液 ノ殺 菌 カ バBuchnerノ 所 謂Alexinニ 於 ケル ガ如 ク單 純 ナ

ル モ ノ ニア ラ ズ シテ 種 々ナ ル 物質 ニ因 ル コ ト明 カ トナ リ シガ故 ニ 種 々 ナ ル細 菌 ヲ用 ヒ詳 細 ニ血 液 ノ殺 菌 力

ヲ檢 セ ン トス.而 シテ 本 實 驗 ニ於 テ ハ前 章 ト異 ナ リ血 清 膠 質 状 態 ノOptimumヲ 破 ル コ トナ カ ラ シガ爲 血清

ヲ食 鹽 水 ヲ以 テ 稀 釋 ス ル コ トナ ク シテ 實驗 セ リ.血 液 殺 菌 作 用 ノ根 元 ハ不 明 ナ レ ドモ 形 成臟 器 トシテ 白 血

球(Metschnikoff, Bucher, Schneider, Schattenfroh, Pettersson, Gengou etc.)及 ビ血小 板(Sohneider, Gruber

 & Fntaki, Werbitzki etc),網 状 織 内被 細胞 系 統(Eichhoff & Pfannenstiel, Pfannenstiel etc)等 擧 ゲ ラ ル.

又 他 方 細菌 ノ種 類 ニヨ リテ其 ノ作用 ス ル物 質 ノ性 状 異 ル モ ノナ リ.故 ニ起 源 ヨ リ大 別 シテ 血 清 殺 菌 性 物 質,

白 血球 物質 及 ビ血小板 物 質 ヲ分 チ得.他 方菌 種 ニ ヨ リテ脾 脱疽 菌 ニ作 用 ス ル モ ノ(Anthracocidin)及 ビ「チ

フス」菌,「 コレ ラ」菌 等 ニ作 用 スル モ ノ(Alexin)ヲ 區 別 シ得 ベ シ.然 レ ドモ血 液 殺 菌 作 用 ノ研 究 微 細 ニ亙 ル

ニ從 ヒ種 々 ナ ル性 状 ヲ異 ニセ ル 物質 擧 ゲ ラ レ採 否 ニ苦 シ ム モ ノア リ.故 ニ余 ハ「チ フ ス」菌.赤 痢 菌,大 腸 菌,

脾脱 疽菌 及 ビ葡 萄 状球 菌 ノ5種 ノ菌 ヲ 用 ヒテ 總 括 的 ニ觀 察 セ リ.細 胞 機 能 ガ新 陳代 謝 ノ變 化,自 律 神 經 系 統

機 能 或 ハ 内分 泌 臟 器 機 能 ノ如 何 其 ノ他 種 々ナ ル 影響 ニヨ リテ 左 右 セ ラル ル コ トハ 言 フヲ俟 タズ.從 ツテ 細

胞 ノ分 泌或 ハ濾 出産 物 タル 血 清 及 ビ組 織液 ガ 細 胞 機 能 ニ影響 ヲ 及 ボ ス種 々 ナ ル因 子 ニ ヨ リ殺菌 カ ヲ或 ハ 上

昇 セ シ メ或 ハ 下 降 セ シ メ得 ル コ トハ想 像 スル ニ難 カ ラ ズ.即 チPfeilerハKaseosan, Albusolノ 注 射 ニ ヨ リ

テ大 腸菌,脾 脱 疽 菌 等 ニ對 ス ル血 清 殺菌 カ ノ上 昇 ヲ記 載 シ, Dresel & FreundハCaseosan, Typhusimpfstoff

ノ注 射,反 覆 セ ル瀉 血,少 最 ノ「レ シ トゲ ン」線 放 射 ニ ヨ リテ 脾 脱 疽 菌 及 ビ 「チ フ ス」菌 ニ對 ス ル 血 清 殺 菌 力

ノ上 昇 ヲ見,氏 等 ハ 非特 異性 蛋 白體 療 法 ノ作 用 機轉 ノ説 明 ノ一 根 據 トセ リ.其 ノ外Prausnitz & Meissner,

 Eiahhoff & Pfannenstiel等 二,三 ノ類 似 操 作 ニ ヨ リテ殺 菌 力 ノ上 昇 ヲ認 メ タ リ.而 シテ 從 來 血清 殺 菌 力 ハ 免

疫 操 作 ニ ヨ リテ變 化 ナ キ モ ノ ト認 メラ レ シ ガ(lkegami, Ganzenbach & Uemura etc).今 日一 般 ニハ 免 疫

或 ハ感 染 ニ ヨ リテ 強 力 トナ リ得 ル コ ト明 カ トナ リ.又 他 面 免 疫 竝 ニ正 常 血 清 殺 菌 カ トノ間 ニ 確 實 ナ ル 差 違

ナキ コ ト實 證 セ ラ レ タ リ.而 シテ 此 血 液 乃 至 血 清 殺 菌 力 ガ身 體 ノ抵 抗 力 殊 ニ 自然 免 疫 性 ニ對 シ,最 モ重 要 ナ

ル 因子 ニ數 ヘ ラ レ所 謂 液 體 免疫 説 ヲ發 セ シメ 其 ノ根 據 トナ レル ハ周 知 ノ事 實 ナ ル ガ 免疫 ノ本 態 ガ 漸 次 細 胞

ノUmstimmungト シテ解 釋 セ ラ レ免疫 現 象 ガ 生 活 細胞 ノ機 能 ニ基 ク一 ノ生 物 學 的 反 應 ニ過 ギ ズ トセ バ 臟

器 細胞 ノ殺 菌 現 象 モ亦 無 視 シ能 ハザ ル ベ シ. Snxl & Donathハ 諸臟 器 ノ蒸 餾 水 抽 出 液 ノ殺 菌 力 ヲ檢 セ ル ニ

明 カニ殺 菌 性 物質 ノ析 出 ス ル ヲ認 メ ク リ. Ikegamiハ 「チ フ ス」菌 ニ對 ス ル耐 熱 性 殺 菌 性 物 質 ハ臟 器 内 ニハ

證 明 セ ラ レズ ト云 ヘ リ.即 チ臟 器 殺 菌 力 ニ就 テ ハ 未 ダ 文 獻 ニ乏 シ ク今 日充 分 ナ ル知見 ヲ得 ル能 ハ ズ.故 ニ余

ハ 血清 泉 ビ臟器 殺 菌力 ヲ免 疫 竝 ニ 正常 家 兎 ニ就 テ 比 較 對 照 シ テ檢 索 セ リ.

第1節　 血 清 殺 菌 力

第1項　 賞 驗 方 法 竝 ニ供 試 材 料

實驗 動 物 トシテ 體 重2000g内 外 ノ家兎 ヲ 用 ヒ 之 ニ温 刺, Vaccin及 ビTherminノ 注射 ヲ施 シ發 熱 前 後 ニ於

ケ ル殺菌 力 ヲ檢 ス.血 清 ハ温 刺 及 ビVaccin注 射 家 兎 ハ耳 靜脉 ヨ リ, Thermin注 射 家 兎 ハ心 臟 穿 刺 或 ハ頸 靜

脉 穿刺 ニヨ リテ 採 血 ス.勿 論 無菌 的操 作 ノ下 ニ行 ヘ リ.菌 液 トシテ ハ10%肉 汁 加 生 理 的 食 鹽 水50cc中 ニ18
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時間寒天斜面培 養菌苔4.0mgヲ 浮游 セ シメ タルモ ノヲ用 フ.可 檢血清1cc中 ニ此菌液1白 金耳 ヲ加 ヘヨク

混合 シテ直 チニ此液 ノ1白 金耳 ヲ寒天平板 昌平等 ニ塗布 シテ37℃ 艀卵器 ニ收 メ培養 ス.血 清ハ37℃ 艀卵器

ニ收 メ其 ノ後3及 ビ6時 間後同様 ニ1白 金耳 ヲ寒天平板 ニ塗布 シテ培 養 ヲ行 フ.之 等培養ハ18時 間後孵卵

器 ヨ リ取 リ出 シWolfhugel氏 集落計算盤 ニテ集落數 ヲ數 ヘタ リ(實 驗 ノ前半 ニ於テハ1.0mgノ 菌苔 ヲ50cc

ノ10%肉 汁加生理的食鹽水中ニ加 ヘテ檢 査 セリ).對 照 トシテ10%肉 汁加生理的食鹽水1cc中 ニ菌液1白

金耳 ヲ混 ジテ同一方法 ニテ培養セ リ.

第2項　 正 常 家 兎 ニ於 クル 實 驗

正常家兎 ヲ發熱 セ シメ腸 「チ フス」菌 赤痢異型第2型 菌,普 通 大腸菌,脾 脱疽菌,黄 色 葡萄 状球菌 ノ5種

ノ菌 ニ對スル殺菌力 ヲ檢セ リ.表 中Tハ 「チフス」菌, Dハ 赤痢菌, Cハ 大腸菌, Mハ 脾脱疽菌, Sハ 葡萄状

球 菌 ヲ示ス.

第16表
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第16表 ニ就テ見 ルニ總テ ノ發熱操作ニ ヨ リテ正常血清 ノ殺菌力ハ上昇 ス.而 シテVnccin熱 最モ著 明 ニ

シテ温刺熱之ニ衣 ギThermin注 射熱比較的弱 シ.此 上昇ハ發熟時 ニ於テ ハ ミ見 ラ レ,體 温下降 スレバ之 ニ

俘 ヒ速 ニ減 シテ發熟前 ニ復 ス.温 刺或ハVaccin注 射 ニヨ リテ發熟 ヲ見ザ ル場合ハ殺菌力ハ著 シキ變化 ヲ

見ルコ トナ シ.

尚 ホ上表 ニヨ リ正常家兎血清ハ「チフス」菌及 ビ脾脱疽菌 ニ對 シ著明 ナル殺菌力 ヲ示 シ.葡 萄状球菌 ニ對

スル殺菌 力之ニ次 ギ,赤 痢菌及 ビ大腸菌 ニ對 シテハ殺菌力弱 キモノノ如 シ.又余 ハ始 メ血清 ニ菌液 混加後24

時間ニ至ル迄 種々ナル時間 ニ於 テ檢査セ シガ 殺菌力 ハ檢 査ハ比較的短 時間内 ニ施行 シテ.充分其 ノ目的 ヲ達
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シ且 雜 菌 ノ混 加 等 ヲ避 ケ得 ル コ トヲ知 リ タル ガ 故 ニ第16表 於 ケル ガ如 ク6時 間 ヲ以 テ 限 度 トセ リ.

血 清 殺 菌 力 ガ體 温 ノ昇 降 ニ俘 ヒテ 増 減 ス ル コ トヲ知 リ タル ガ故 ニ 此關 係 ヲ更 ニ明 瞭 ナ ラ シム ル タ メ余 ハ

Antipprinヲ 注射 シテ1時 間 後Vuccinヲ 注 射 シ體 温 上昇 ヲ抑 制 セ シ メテ 殺 菌 力 ヲ檢 シ ダ リ. Antipyrinハ

10%水 溶 液 ヲpro Kilo 0.3g皮 下 ニ注 射 ス.多 ク ノ場 合 全 ク發 熱 ヲ抑 止 シ得.時 ニ4.5時 間 後 輕 度 ハ體 温 上

昇 ヲ見 ル コ トア リ.

第17表

Antipyrinヲ 注 射 ス ル モ 夫 レ ノ ミ ニ ヨ リテ ハ 殺菌 力 ノ變 化 ヲ來 サ ズ. Antipyrin注 射 後Vnooinヲ 注 射 シ

發 熟 ヲ抑 制 ス レバ 殺 菌 力 ハ 殆 ド見 ル ぺ キ變 化 ナ シ.即 チ 體 温 上昇 夫 レ自身 ガ血 清 殺菌 力 ヲ左 右 セ ル モ ノ ノ

如 シ.

第3項　 免疫家兎ニ於ケル實驗

家兎 ヲ「チ フス」死菌 ヲ以 テ免疫 シ最終 免疫後1-2週 間 ニ於テ 發熟 セシメ血清 ノ「チ フス」菌及 ビ葡萄状

球菌 ニ對 スル殺菌 力ヲ檢 シ傍 ラ「チフス」菌凝集 素 ヲ檢 セ リ.
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第18表

免疫家兎ハ正常家兎 ニ比 シ明 力ニ 「チフス」菌 ニ對 スル殺菌力上昇セ リ.即 チ血清殺菌力ハ免疫操作 ニヨ

リテ上昇 シ ルモノナル コトヲ實證 セ リ.而 シテ此場合 モ亦發熱 ニヨ リテ 殺菌力著 シク上昇 シ體温下降 ト

共ニ再 ビ滅弱 ス.而 シテ其 ノ動揺ハvaccin熱 最 モ明 力ニシテThermin注 射熱 ハ比較的輕度ナ リ.吹ニ免疫元

ト同種菌ナル「チ フス」菌 ト異種菌 タル葡萄 朕球菌 トヲ比較 スルニ前者 ニ於テ其 ノ上昇著明 ニシテ且發熱操

作ニヨル上昇 毛亦顯著 ナ リ.又 「チフス」菌 ニ對 スル殺菌 力ハ體温下降後 ニモ發熟前 ニ比 シ張度ナル コ ト多

シ.又「チフス」「ワクチ ン」ヲ注射セル場合 ト靈菌「ワク チン」トヲ注射セ ル場合 ニ大差 ナ シ.本實驗 ニ於 テハ

屡々Neisser-Wechsberg氏 矛盾現象 ニ遭遇セル ガ此場合ハ血清 ヲ稀釋 スル コトニ ヨリテ殺菌 力 ノ存在 ヲ確

メ得 タ リ.即 チ所謂補體轉向現象 ノ如 キヲ以テ説明 シ得 ベキカ.尚 殺菌力 ノ推移 ト凝集反應 トヲ比較 スルニ

前者 ガ體温 ノ昇降 ト共 ニ容易 ニ増減 スルニ反 シ,後 者 ハ殆 ド全 ク不變 ニシテ兩者ハ全然 無關係ナルガ如 シ.

第4項　 腸「チフス」患者ニ於 ケル實驗

正常血清ガ或ル種細菌ニ對 シ殺菌或 ハ發育阻止的 ニ作用 スル コト明 力 トナルヤ續 イテPfeiffer氏 現象 ノ

發見 トナ リ更 ニ試驗管 内溶菌素 ノ證明進 ンデハ血清乃至血液殺菌力 ノ檢索 ニ及 ビ,今 ヤ血清殺菌カ バ診斷

上ニ應用セ ラルルニ至 レ リ.抑 々血清殺菌力 ヲ以テスル試 驗管 内試驗法 ハZellantigenタ ル細菌 ノ個々 ノ變

化ヲ観 察スルニア ラズ シテ 各種抗體 ニヨ リテ殺滅セ ラルル細菌 ノ生 命表示 ヲ直接 觀察スルモ ノニ シテ免疫

現象 ノ間接證明法 卜云 ヒ得 べシ.從 ツテ細胞 ノ變化 ヲ直接 目撃 シ得 ラレザル細菌 ニ對 シテハ 最 モ 廣汎ナル

應用範圍 ト意義 トヲ有 ス.又繁殖機能 ニ及 ボス影響 モ本法 ニヨ リテ ノミ知 リ得.近 來血清殺菌力再 ビ重視 セ

ラレ文獻相次イデ出ヅルモ又宜 ナ リ ト云 フべシ.而 シテ腸 「チ フス」患者 ニ就テ「チフス」菌乃至他菌 ニ對ス

ル血清殺菌力 ヲ檢 セルハ甚 ダ寥 々タルガ如 シ.從 來 ノ血清殺菌 力ニ闘 スル文獻 ハ多 ク實驗的研究 ニシテ 臨

床的方面 ニ於テハ比較的閑 却サレタルモ ノノ如 シ.故 ニ余 ハ腸 「チ フス」患者ニ於テ比較的急激ナル體 温 ノ
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昇降時 ニ「チフス」菌,脾 脱疸菌,葡 萄状球菌 ニ對スル血清 殺菌力 ヲ比較觀 察 シ傍 ラ疾 患 ノ經過 ニヨル動揺 ヲ

檢 シタ リ.

第19表
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第19表　ニ就テ見 ルニ體温下降 時血清 殺菌力 ノ減弱 ヲ見 ル.而 シテ其 ノ變化 ハ「チフス」菌ニ對 スル ヨ リモ

脾脱疽菌及 ビ葡萄 朕球菌 ニ對 シテ著 明ナ リ.而 シテ自然解 熱或 ハ解熱 剤投與 ニヨル體温 下降 トノ間 ニハ 著

シキ差緯 ナキガ如 シ.

次ニ疾患 ノ全經過 ヲ通 ジテ觀 察スルニ疾患初期 ニハ明 カニ「チフス」菌 ニ對 シテ殺 菌力 ノ上昇 ヲ認 ムルモ

高熱稽留期中 卜雖モ後半 ニ至 レバ減退 ス.即 チ之 ヲ凝 集素,沈 降 素等 ノ抗體 ニ比較 スルニ比較的早期 ニ増強

シ,又速 ニ下降 スルモノノ如 シ.即 チ高熱 持續 ス レバ最早 其 ノ反應 力ヲ失 ヒ熱刺戟 ニヨ リテ増強 シ得ザ ルニ

ヨルカ.脾脱疽菌及 ビ葡萄 状球菌 ニ對 シテハ影響比較的少 ナ シ.又 此場 合ハ實驗的研究 ニ於 ケル ヨ リモ屡 々

矛盾現象 ニ遭遇 シタ リ.操 作簡ナ ラザルガ故 ニ 本檢査 ヲ診斷豫後判定等 ニ臨牀上應用スルハ未 ダ遠 シ ト云

フべシ.

第5項　 二,三 發 熱 患 者 ニ於 ケ ル實 驗

接種「マ ラ リヤ」患者,猩 紅熱,赤 痢,其 ノ他不明 ノ發熱患者ニ於テ體温昇降 時ニ檢索 セ リ.

第20表
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此 場合モ亦體温 上昇 時 ニハ血清 殺菌 力増強 シ,下 降 時ニハ減弱セ リ.

第2節　 臟 器 殺 菌 力

第1項　 實驗方法竝ニ供試材料

頸 動脉 ヲ切斷 シ放 血死セ シメタル家兎 ノ肺臟,肝 臟,脾 臟,腎 臟,筋 肉 ヲ無菌的 ニ採取 シ之 ヲ滅菌的 ニ石

英砂 ヲ混 ジテ細 切磨砕 シ,臟 器1.09ニ 對 シ0.85%食 鹽水4ccノ 割 合 ニ混 ジ滅菌 「コル ペン」ニ收 メテ37℃

 1時 間放置 シタル後1分 間2000囘 廻轉以 上 ノ遠心器 ニ装 ヒ40分 間以 上遠心 シ共 ノ上澄液 ヲ トル.カ クスル

時 ハ多 クハ無菌的 ニ浸 出液 ヲ採取 シ得.脾 臟 ノミハ材料少 ナキタメ之 ガ2倍 液 ヲ使用 セ リ.菌 液ハ18時 間

寒天 培養菌 苔1.0mgヲ50ccノ 生理的 食鹽水 ニ浮游 セ シメタルモ ノヲ用 フ.浸出液1cc中 ニ菌液1白 金耳 ヲ

加 へ混合セ シメ タル後 之ガ1白 金耳 ヲ寒 天平板ニ平 等ニ塗布 シテ培養 ス.菌 及 ビ浸出液 ノ混合ハ37℃ 孵卵

器 ニ收メ3及 ビ6時 間 後檢 ス.

第2項　 正常家兎ニ於ケル實驗

正常 家兎 ヲ無庭 置家兎 及ビ發熱家兎 ノ2群 ニ分 チ後 者 ニ於 テハ發熱最高度 ニ達 シ下降期 ニ移 ラン 卜スル

時放 血死セ シメテ檢 シタリ.

第21表
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第21表 ニ就テ見 ルニ臟器 殺菌 力ハ血 清 ノ夫 レニ比 シ頗 ル弱 ク,且 赤痢菌及 ビ大腸菌 ニ對 シテハ殆 ド殺菌

作用ヲ認 メズ.實 驗臟 器中肺臟,脾 臟ハ明力 ニ殺菌 カ ヲ示 シ殊 ニ脾臟 ニ於テハ著明ナ レ ドモ腎臟,筋 肉 ニハ
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見 ルヲ得 ズ.肝 臟 ハ極 メテ弱キ殺菌 力 ヲ見 ル.而 シテ肺臟ハ「チ フス」菌及 ビ葡萄 状球菌 ニ對 シ,脾 臟ハ脾脱

疽菌 及 ビ葡萄状球 菌 ニ對 シ殺菌力著明 ニシテ肝臟 ハ脾脱疽菌及 ビ葡萄状球 菌 ニ對 シ弱キ殺菌性 ヲ見 ル.表

厖 大 トナル タメ殆 ド變 化ナ キ赤痢菌及 ビ大腸菌 ヲ削除 ス.尚 ホ温刺例 ヲ第21表 ニ於テハ變化少キ ヲ以テ創

除 ス.無 庭置及 ビ發熱 家兎 ニ於 ケル多數 ノ實驗例 ヲ總括概觀 スルニ兩 者間ニ著明 ナル差遠 ヲ認 メズ.然 レド

モ實驗操作困難 ニシテ成績 ノ判定又至難ナルガ故 ニ斷定的結論 ヲ得難 シ.

次 ニ余ハ同一家兎ニ就テ處 置前先ヅ肝 臟,脾 臟,筋 肉 ノ一部 ヲ切除 シ然 ル後Vnccin及 ビTherminヲ 注射

シテ發熱セ シメ體温最高 期ヨ リ稍 々下降期 ニ移 ラ ントスル時再 ビ前記臟器 ヲ切除 シテ比較研 究セ リ.

第22表
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此場合 ハ放血死セ シメ タルモ ノニ比 シ血液 ヲ多量 ニ含有スル爲ナル べキカ,殺 菌 力稍 々強 シ.而 シテ發熱

ニヨル影響 ヲ見 ルニ肝臟及 ビ筋肉 ニハ 殆 ド見 ルベキ影響 ヲ與 ヘズ.脾 臟 ニ於テ ノ ミ僅 ニ上昇スルガ如キ觀

ヲ呈 スレ ドモ確言 スル能 ハズ.

第3項　 免疫家兎 ニ於ケル實驗

ノ

家兎ヲ「チ フス」菌ヲ以テ免疫 シ免疫極期 ニ發熱 操作(Vttccin及 ビThermin注 射)ヲ 加 へ,「チ フス」菌,脾

脱疽菌及 ビ葡萄状球菌 ニ對 スル肝臟,脾 臟,筋 肉 ノ殺菌 力ヲ檢 セリ.發 熱操作前臟 器 ノ一部 ヲ切除 セルモ ノ

ナ リ.免疫操 作ニヨ リテ脾臟 ノ殺菌力ハ上昇 ス.肝 臓及 ビ筋肉 ニ於テ モ上昇 スルガ如 キモ著明ナ ラズ.

次ニ發熱 ノ影響 ヲ見 ルニ脾臟 ニ於テハ 上昇 ノ傾向 ヲ看取 シ得.筋 肉及 ビ肝臟 ハ殆 ド全 ク變化 セザルガ如

シ.而 シテ以上 ノ變化 ハ 「チ フス」菌ニ對 スル殺菌カ ニ シテ,脾 脱疽菌 及 ビ葡萄状球 菌 ニ對 シテハ動揺殆 ド

ナ シ.(表略).

之 ヲ要 スルニ臓 器殺菌力 ニ關 シテハ 實驗操作及 ビ成績判定 ノ至難ナル爲明 カナル成績 ヲ得ズ,豫 期ニ副

フ能 ハザ リシバ遺憾ナ リ.

第6章　 臟器抗體ニ關スル實驗

臟器侵出液中 ニ含有セ ラルル抗體 量ガ 直 チニ該臟 器 ノ免疫能 力 ノ指 示 トナ リ得 ルヤ否 ヤハ疑問 ナルベ シ.

然 レドモ 抗體産生母地 ノ檢索或 ハ局 所免疫 ノ證 明ニ對 シ臟器組織 ノ抗體含有量 ヲ目標 トシテ檢討 セル實驗

ハ既往 ノ文獻 ニ於テ屡 々見ル處 ナ リ.本 學衛生學教室岡崎 氏ハ 血液竝 ニ臟器沈降素 ノ産生 ニ關 シテ 詳細 ナ

ル實驗 ヲ途ゲ 氏ハ臟器 沈降素ハ血液 ノ夫 レヨ リ遙 ニ少 ク且臟器 中骨髄最毛 多ク腎臟,脾 臟 之ニ次 ギ肝臟 最

モ少シ ト云ヘ リ.臟 器含有抗體 ガ該臟器 ノ免疫能 力ノ總テ ヲ表微 スルモノニアラズ ト假定 スルモ其 ノ變 動

ガ組織細胞 ノ免疫能力 乃至刺戟 ニ應 ズルUmstimmungsfahigkeitニ 對 シテ砂ク トモ一指 標ヲ提供 スルハ疑

フべカラズ.而 シテ臟 器免疫 能力ニ關スル實驗方 法ニ於 テ完璧 ナルモ ノ未 ダ無 キ今 日臟器浸出液 ヲ以 テ 其

ノ能力ヲ測 ラン卜スルハ又已 ムヲ得ザ ル處 ナルべシ.故 ニ余 ハ發熱時二,三 臟器 抗體 ノ消 長ヲ計 リ該臟器 間

ニ於 ケル免疫能 カ ノ交互關聯 ヲ窺ハ ントセ リ.

第1節　 實驗方法竝ニ供試材料

體重2000g内 外 ノ家兎 ヲ用 ヒ卵 白,山 羊血球 及 ピ「チフス」死菌 ヲ以テ夫 々3囘 乃至數囘免疫 シ最終免 疫

後1-2週 間 ニ於テ先 ヅ開腹 シ肝臟 及 ビ脾 臟 ノ一 部竝 ニ大腿部筋肉 ノ一 部 ヲ切除 シタル後 之ニ發熱 操作 ヲ加

へ體温最高期 ヨリ 下降セ ントスル時再 ビ之等臟器 ノ一部 ヲ切除 シテ 實驗 ニ供 ス.又 無處置及 ビ發熱 家兎 ヲ

夫々胸腔 ヲ開キ左 右心室 ヲ切開 シ左心室 ヨ リ下行大動脉 ニKanuleヲ 入 レ0.85%食 鹽水2000ccニ テ腹 腔

内臟器 ノ血液ヲ洗滌 シ去 リテ肝臟,脾 臟及 ビ筋 肉ヲ トリ彼我對照セ リ.臟器 片ハ重量ヲ秤 量シ石 英砂 ヲ混 ジ

細切磨砕 シ5或 ハ10倍 容 量 ノ0.85%食 鹽水 ヲ加 へ1時 間37℃ 孵卵器内 ニ收 メ時 々振盪 シタル後遠心沈降

セシメ上澄液 ヲ數枚 ノ濾紙 ニテ 濾過 シ57℃30分 間加熱 非働 性 トナ シテ用 フ.斯 クシテ得 タル浸 出液ハ殆 ド

透明ニシテ成績 ノ判定 ヲ妨 ゲザルモノ トス.對 照 トシテ 健康家兎 ニ就テ抗 體 ヲ檢索 シ尚 ホ無處置家兎 ノ手

術ニヨル影響ヲ觀 察シ タリ.
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第2節　 溶 血 素

上述浸出液 ヲ倍數稀澤 シ之 ニ山羊血球及 ビ補體 トシテ 「モルモ ツ ト」血清 ヲ加 ヘテ檢 セ リ.

第1項　 正 常 家 兎 臟 器溶 血 素 含有 量

食鹽水 ヲ以テ 洗滌 セル家兎 ニ於テハ 肝臟 ニハ全然證 明 シ得 ズ.脾 臟ハ3匹 中1匹 ニ於テ極 メテ僅 ニ5倍

稀澤(原 液)ニ 於 テ溶 血セルモ10倍 ニ於 テハ全 ク陰性 ナ リキ.筋 肉ハ3匹 中2匹 ニ於 テ5倍 稀釋弱陽性, 10

倍 ニテ極微 ニ溶血 シ20倍 ニ於テ全 ク溶血 ヲ見 ズ. 1匹 ハ5倍 ニテ極 微溶血, 10倍 ニ於 テ陰性 ナ リキ.而 シテ

血清溶血素ハ40倍2匹, 80倍1匹 ナ リキ.即 チ正常 溶血素ハ含 有量少量 ニシテ實驗 ノ用 ニ供 シ得ザル ヲ知

ル.次 ニ生存家兎 ノ臟 器 ヲ トリテ檢 スル ニ肝臟,筋 肉ハ5-20倍 迄輕 度 ノ溶血 ヲ見,脾 臟 ハ10-40倍 迄輕

度 ノ溶血 ヲ見 タ リ.何 レモ完全溶血 ヲ呈スル コ トナ シ.

第2項　 臟 器 切除 ノ免 疫 溶 血 素 ニ及 ボ ス影 響

余ハ本實驗 ニ於テ 先ヅ臟器 ノ一 部ヲ切 除 シ然 ル後發熟 セシメ再 ビ手術 ヲ施 シテ一部 ヲ切除 セ リ.共 ノ間

隔 ハ3-7時 間 ニ及 ベ リ.此 手術 前後 ニ於 ケル臟器抗體 ノ動揺 ヲ對照 セ ンガ爲先 ヅ切除 シ7時 間 ヲ經テ再 ビ

切除 シテ檢セ ルニ脾臟及 ビ筋肉ハ余 ノ實驗範圍内 ニ於テ ハ全然影響 セラルルコ トナシ.肝 臓 ニ於テ3例 中

2例 ハ不變 ナルモ1例 ニ於テ僅 ニ減弱セルヲ認 メタ リ.要スルニ手術或ハ切除 ノミニヨル影響バ カカル短 時

間内 ニハ證 明 シ得 ラ レザ ルヲ通則 トス.

第3項　 發 熱 時 ニ於 ケ ル實 驗

一 部切除試驗及 ビ洗 滌實驗 ノ兩者 ヲ併セ表示スル ニ第23表 ノ如 シ.

表 中(〓)ハ 完 全溶血,(〓)ハ 管底 ニ極 ク少 量 ノ血球 ヲ残 スモ ノ,(+)ハ 稍々多量 ノ血球 ヲ残 スモノ,

(±)ハ 上清極微 ニ赤色 ヲ呈セ ルモノ,(-)ハ 全然溶血 セザルモ ノナ リ.

第23表
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溶血素ハ脾臟 ニ最 モ多 ク筋肉之 ニ次 ギ,肝臟 最 モ少 シ.先 ヅ洗滌家兎 ノ無處置竝 ニ發熱 家兎 ノ實驗總數 ノ

平均溶血素便 ニ就テ比較 スルニ次 ノ如 シ.

33



1354 伊 藤 駒 夫

之 ニ依 ツテ見 ルニVaccin注 射 家兎ハ對 照ニ比 シ脾 臟及 ビ筋肉 ニ於テ溶血素 ノ上昇 ヲ見 レ ドモ肝臟 ニ於デ

ハ變 化ナ シ.温 刺家兎ハ殆 ド總テ ノ臟器 ニ於テ見 ルべキ差 違 ヲ詔 メズ. Therminハ 脾臟,筋 肉 ニ於テ塑動 ナ

ク,肝 臟 ニ於テ稍 々減少 セ ルモノノ如 シ.

次 ニー 部切除試 驗 ヲ見 ルニ温刺 家兎ハ脾臟僅 ニ増加 シ之ニ反 シ肝 臟僅ニ減少 シ筋 肉ニハ變 化ナ シ. Vaccin

注射 家兎 ハ脾臟 及 ビ筋 肉増加 シ肝 臟僅 ニ減少ス. Tbermin注 射家兎 ニ於テ モ脾臟 輕度 ニ増加 シ肝臟,筋 肉 ニ

ハ著變 ヲ見 ズ.即 チ概觀 スルニ發熱時 ニ於 テハ脾臟溶血素 ハ上昇 シ,肝 臓 ハ變 化ナキカ或 ハ減少 シ,筋 肉ハ

變化 ナキ カ或ハ増加スル ト見 ルヲ一般 ノ傾 向 トセ ン.而 シテ以上 ノ動搖ハ血中溶血素量 卜無關係ナ リ.

第3節　 凝 集 素

「チ フス」菌凝集反應 ヲ檢セ リ.

第1項　 正 常 家 兎臟 器凝 集 素 含 有 量

正常家兎 ニ於 テ血清「チ フス」菌凝集價20-80倍 ノモノヲ トリテ洗滌 シタル臟 器 ヲ檢 スルニ肝臟,脾 臟 ニ

ハ 全然證 明 シ得 ズ.筋 肉 ニ於 テ5及 ビ10倍 稀釋 ノ試驗管 ニ粗大 ナル絮状 ノ凝集塊 ヲ見 ルモ之ハ果 シテ細菌

凝 集反應ナ リヤ否ヤ不明ナ リ.

生 存家兎 ノ臟 器 ノー部 ヲ切除 シテ 檢スル ニ肝臟 ニハ證明 シ得 ズ.脾 臟 ニ於テ5倍 稀釋迄微細 ナル凝集反

應 ヲ3例 中 ノ1例 ニ於テ認 メタルモ他 ノ2例 ハ總 テ陰性ナ リ.筋肉 ニ於テハ此場合 モ亦 一種 ノ凝集塊 ヲ5-

10倍 迄見 タルモ明瞭 ナル菌凝集反應 トハ認 ムル能 ハズ.恐 ラク假 性凝集反應 ノ1種 ナルベキカ.之 ヲ要 ス

ル ニ正常家兎臟 器 ニ於テハ「チ フス」菌凝集 素ヲ明 カニ證明 スル能 ハズ.

第2項　 臟 器 切除 ノ免 疫 凝 案 素 ニ及 ボ ス影 響

7時 間 ノ間隔 ヲ置 キテ2囘 ノ臟 器切除 ヲ行ヒ兩者間 ノ凝集 素 ヲ比較檢 査セル ニ肝臟,脾 臟 及 ビ筋 肉 ノ何 レ

ニ於 テモ凝集素 ノ變動 ヲ認 メズ.

第3項　 發 熱 時 ニ於 ケル 實 驗

一部切除試驗及 ビ洗滌實験 ノ兩者 ヲ併セテ表示スル ニ第24表 ノ如 シ.

表中(〓)ハ 粗大ナ ル凝 集塊管底 ニ沈降 セルモ ノ, (〓)ハ 粗大ナル被凝集 菌俘游セルモ ノ, (+)ハ 微細

ニ凝 集 セル モノ, (±)ハ 微 カニ凝集反應 ヲ認 メ得ル モノヲ指示ス.

第24表
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免疫凝集素ハ一般 ニ脾臟 ニ最モ豐富 ニシテ筋肉之 ニ次 ギ肝臟 最 モ微量ナ リ.先 ヅ洗滌家兎 ニ於テ無處置

及ビ發熱家兎 ノ各平均 數 ヲ求 メテ彼 我對照 セ ン.((±)ヲ 捨テ(+)ヲ 以テ凝集價 トス).
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即チVaccin注 射家兎 ハ對照 ニ比 シ脾臟凝集素 増加 スルモ筋肉及 ピ肝臟 ニ著變 ヲ認 メズ.温 刺家兎 ニ於テ

モ脾臟 稍 々増量 セルガ如 キモ,肝 臟,筋 肉 ニパ變化 ナ シ, Thermin注 射家兎 ニ於テハ脾臟,筋 肉 ニ變化 ナク,

肝臟凝集素僅 ニ減少 スルモノノ如 シ.

次 ニ一部 切除家兎 ニ就テ觀察 スルニVaccin注 射家 兎 ニ於 テハ脾臟凝集 素輕度 ニ増加 スルモ筋肉及 ビ肝臟

ニハ影響 ナシ.温 刺家兎 ニ於テ ハ殆 ド見 ルべキ變化ナ シ. Thermin注 射家兎 ニ於テハ脾臟,筋 肉 ニ動搖 ナキ

モ肝臟 ニ於テ僅 ニ減少 ス.

概活 スルニ凝集素ハ發熟時脾臟 ニ於テ僅 ニ増加 スルモ肝臟 及 ビ筋肉ニハ著 シキ動搖ナキモ ノノ如 シ.

併 シ之等臟器内凝集 素 ニ多少 ノ移 動 ヲ認 ムルニ拘 ラズ 血清凝集 素ハ何等動搖セザ ルコ トハ 溶血素 ニ於 ケ

ル ト全 ク同樣 ナ リ.

第4節　 沈 降 素

卵白沈降素 ヲ緒方教授稀釋沈降法3ヨ リテ檢セ リ.浸 出液乳白色ナ ルガ 故 ニ成績 ノ判定 比較 的困難 ニ シ

テ,時 ニハ不可能 ナル.コトス ラア リ.

第1項　 正 常 家 兎臟 器沈 降 素含 有 量

稀釋 法ニヨ リテ モUhlenhuth氏 法ニ ヨ リテモ 卵白 ニ對スル正常 沈降素 ヲ洗滌臟 器 ト然 ラザ ル 卜ニ拘 ラズ

證 明 シ得 ズ.

第2項　 臟 器 切 除 ノ免 疫 沈 降 素 ニ及 ボ ス影 響

7時 間 ノ間隔 ヲ置 キテ2囘 臟器 ヲ切除 シ沈降素 ヲ比較セ ルニ何 レノ臟器 ニ於テモ全 ク動搖 ヲ認 メズ.

第3項　 發 熱 時 ニ於 ケル 實 驗

洗滌 家兎 ニ於 ケルモ ノハ稀釋法 ニテ屡 々證明 シ得 ザル コ 卜アルガ故 ニUhlenhuth氏 法 ニ從 ヘ リ.

第25表
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第25表 ヲ見 ルニ沈降素モ亦 脾臟 最モ多量 ニ含 有 シ筋 肉之ニ衣ギ,肝 臟最 モ少 シ.

洗滌家兎 ニ於 ケル平均 沈降價 ヲ比較 スルニ次 ノ如 シ.
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即 チ對照 卜比較 シ温刺 家兎 ハ脾臟 稍 々上昇セ ルモ筋肉及 ビ肝臟 ニ著變 ヲ認 メズ. Vaccin注 射家兎 ハ脾 臟,

筋肉僅 ニ増加 スルモ肝臟ハ 不變 ナ リ. Tbermin注 射家兎 ニ於 テハ脾臟及 ビ筋肉 ニ變化 ナ ク,肝臟稍 々減少 セ

ルガ如 シ.

次 ニ一部切除家 兎ヲ見 ルニ 温刺家兎 ニ於テハ脾臟沈降素稍 々上昇 シ肝臟 及 ピ筋 肉ニ變 動 ヲ見ズ. Vaccin

注射家兎 ハ脾臟,筋 肉増 量 シ肝臓 ハ之 ニ反 シテ稍 々減少 ス. Thormin注 射 家兎ハ洗滌家兎 ニ一致 シテ肝臟減

少 シ脾臟及 ビ筋肉不變 ナ リ.

以上成績 ヲ概活 ス レバ沈降素 ハ發熱 時脾臟 ニ於 テ増量 スル ハ確實 ナルべク,筋 肉ハ大體 ニ於 テ變動 ナク,

肝臟 ニ至 リテハ或 ル場合減少 スルモ ノノ如 シ.

而 シテ血清沈降 素 卜臟器沈降素 ノ消長 トノ間 ニー定 ノ規範 ラ認 メ難 シ.

以上3節 ニ於 ケル各抗體 ノ態度 ヲ總活スルニ各抗體 ハ何 レモ温刺 及ビVaccin注 射 ニ ヨル發熱 時脾臟 ニ於

テ増量 スルハー致 セル處 ナ リ.筋肉 ニ於テハ變 化セザル カ或 ハ多少 増量 スル モノノ如 シ.肝 臟 ニ於テハ變化

ナ キカ或ハ多少減少 ヲ見 ル. Thermin注 射熱 時ニハ脾臟,筋 肉 ニ於 テ動搖 ナ ク,肝 臟 ニ於 テ稍 々減少 スルモ

ノ ノ如 シ.而 シテ之等抗 體 ノ移 動ハ溶血素 普明ニ シテ凝集 素ハ比 較的安 定ナ リ.沈 降素 ハ其 ノ間 ニ位 スルモ

ノノ如 シ.尚 ホ抗體 ノ臟器内移動 ガ 血中 ノ夫 レ ト特殊 ノ關 係 ヲ見出 シ難キ コトモ 各抗體 ニ於テー致 セル所

ナ リ.

第5節　 臟器感染 防禦 物質

腸「チフス」死菌免疫家兎ヲ使用ス.

臟器浸出液ハ可及的無菌的ニ處置シテ得タル5倍 液ヲ以テ原液トナス.

第1項　 正常家兎臟器感染防禦物質

肝臟,脾 臟,筋肉ニ於テ余ガ實驗範圍内ニテハ感染防禦物質ヲ證明スル能ハズ.

第2項　 發熱時 ニ於ケル實驗

第26表
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Vaccin注 射熱 時 ニ脾臟 ノ感染防禦物質 ハ稍 々増加 スルモノノ如 シ.肝 臟 ハ極 メテ微 量 ヲ保 有スルモ ノニ

シテ殆 ド見ル ベキ變 化ナ シ.温 刺及 ビThermih發 熱 時ニハ認 メ得 べキ動搖 ナ シ.筋 肉 ニ於テハ殆 ド全 ク本

物質 ヲ證明 シ得ザルガ如 シ.尚 ホ臟器 浸出液中 ノ臟器 毒素 ニ就テハ 余ガ實驗範圍 内 ニ於テハ 何等考慮 ノ要

ナカ リシコ卜ヲ附記 ス.

第7章　 免 疫 家 兎 赤 血 球 ノ 抗 溶 血 性 ニ 關 ス ル 實 驗

第1節　 實 驗 ノ 目 的

能働 性免疫 卜抗體 卜ハ必ズ シモ同 一物 ニアラズ.前 者ハ生體 ノ状 態變化 即 チUmstimmungニ シテ或 ル

場合ハー生 ヲ通 ジテ 持續 シ得 ルモノナ リ.後 者ハ抗元 ノ刺戟ニ ヨリテ 形成 セラルル體細胞 ノ反應物質 ニ過

ギズ.即 チ免疫現象 ニ於テ體液中 ノ抗體 ノ外 ニ組織細胞 内ニ於 ケル機轉 モ亦之ニ關與 シ所 謂. Zellulare od.

 bietiogene Immunitatノ 存在 スル コトハ種 々ナル方面 ヨ リ實驗 セラ レ,今 ヤ何人 モ信 ジテ疑 フ處 ナケ レド

モ共 ノ直截簡明ナル實 驗方法 ニ至 リテハ必 ズ シモ多 シ トセズ.此 方面 ニ於テ 比較 的簡單 ニシテ 共 ノ経過 ヲ

追及 スルニ便利 ナルハ赤血球 ニ關 スル貨驗 ナルべシ.臓 器 ヲ對照 卜xル 時 ハ 之ガ積極 的證明困難 ニシテ其

ノ推移 ヲ窺 フニ不便 ナ リ.

赤血球 ノ免疫獲得 ニ就テ ハ既 ニ1898年Kosselハ 鰻 血清 ヲ以テ處 置セル家兎赤血 球ハ抗毒 素 ヲ全 ク洗 滌

シ去 リタル後 モ尚 ホ正常家兎 ノ血球 ニ比 シテ鰻 血清 ニ勘 スル抵抗力張 ク且其 ノ抵 抗力増進ハ免疫 ノ過 程 卜

全 ク一致 セ リト云 へリ.某 ノ後 Tchistovitch, Camuset Gley又 之 ヲ追試 シテ同一結果 ヲ得 タリ.次 イ デ
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Ehrlich & Morgenrothハ 山羊 ニ於 ケル同 種溶血素 ニ關 スル經 驗ニ基 キカ ノ有名ナル受體 消失 説 ヲ樹立セ リ.

其後 久 シク本 問題 ハ文獻 中 ヨ リ浸 シ表 リタルガ最近 ニ至 リCarraハ 葡萄 状球菌溶血素 ヲ以テ免疫セル家兎

ノ赤血球 ハ該 溶血素 ニ對 シ著 明ナル抵抗 力増進 ヲ示 セ リト云 ヒ.山 田 氏ハ免疫 溶血素 ヲ以 テ家兎 及 ビ「モル

モ ッ卜」ヲ處 置 シテ赤血球 ノ抗溶血性獲得 ヲ證明 セ リ.福 島氏ハ免疫 溶血素 ヲ以 テ家兎 ヲ庭置 シタル ニ該家

兎赤 血球 ハ溶 血素ニ對 シ著 明 ニ抵抗 力増進 スルヲ實驗 シ.此現 象ハ體液 中 ノ抗體 ヲ吸収貯 藏セル結 果發現セ

ル續發的現象 ナラズ シテ赤血球自身 ガGiftfestigkeitノ1種 ナル溶血素耐性 ヲ獲得 シ タル結 果ナ リ卜云 ヘ リ.

余ハ山 田氏等 ノ實驗 ニ從 ヒ蛋 白性 毒物 ニ對スル後天性細胞(或 ハ組織)免 疫カ ガ發熱 刺戟 ニヨ リ如何 ニ影

響 セラルルヤヲ知 ラ ントセリ.

第2節　 實 驗 方 法 及 ビ供 試 材 料

洗滌 セル家兎赤血球 ノ1-5.ccヲ 適當 ノ生理 的食鹽水 ニ浮游 セ シメテ 山羊腹腔 内ニ十數 囘3日 間 ノ間隔 ヲ

置 キテ反覆注入 シテ溶血價0.005ノ 溶血性血清 ヲ得 タ リ.之 ニ0.5%ノ 割 ニ石炭酸 ヲ加 ヘテ氷 室中ニ貯 ヘタ

リ.本 血清 ヲ體 重2000-3000gノ 家兎耳靜脉 ニ0.lccヨ リ始 メテ漸 次増量 シ0.3ccニ 至ル迄1週 乃至10日

間毎 日注射 シ最終 注射後15-25日 頃 ノ抵抗力下降期 ニ發熱 操作ヲ加 ヘテ實驗 セ リ.溶 血反應檢査ニハ被檢

家兎血球 ヲ4%枸 櫞酸 曹達加生理的 食鹽水 中ニ滴下 シテ之 ヲ3囘 生理的食鹽水 ニテ洗滌 シ40倍 ニ稀釋 シタ

ル モ ノヲ血球液 トス.補 體 卜シテハ10倍 稀釋「モルモ ツト｣血清 ヲ使用 ス.溶 血性血清 ノ種々ナル倍數 ニ稀

釋 シタルモノ0.5㏄ 補 體0.5㏄ 血球液0.5ccヲ 加 へ更 ニ生理的食鹽水 ヲ加 ヘテ全量 ヲ2㏄ 卜ナシ37℃ 孵卵

器 内 ニ2時 間保テル後取 リ出 シテ氷 室 ニ保 チ翌朝成績 ヲ讀 ム.孵 卵器内 ニテ2囘 振盪 混和 セシメ タリ.

第3節　 實 驗 成 績

表中(〓)ハ 完全溶血, (〓)ハ 管底 ニ極 ク少 量 ノ血球 ヲ殘 スモ ノ,　(+)ハ 稍 々多量 ノ血球 ヲ殘 スモノ,

 (±)ハ 上清微 力ニ赤色 ヲ呈 スルモ ノ, (-)ハ 全 然溶血セザルモ ノナ リ.

第27表
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第27表 ニ就テ見 ルニ温刺, Vaccia及 ビThermin注 射 ニ ヨル發熱 刺戟 ハ赤 血球 ノ抗 溶血性 ニ殆 ド全 ク見

ルベキ變化 ヲ與 ヘズ.温 刺及 ビThermin熱 ノ二,三 ニ於テ多少 ノ減 少 ヲ見 レ ドモ之ニ ヨ リテー 定 ノ傾 向 ヲ

推知 スルヲ得ザ ル程度 ナ リ.

第8章　 Trypanosoma感 染防禦 物質ニ關スル實驗

第1節　 實 驗 ノ 目 的

Laveran, Laveran & Mesnil, blesnil & Leboenf 等 ニ ヨ リテ 正常 人 血清 竝 ニ猿 血 清 ガMaus及 ビBatte

ノTrypnnosomaヲ 速 ニ血 行 中 ヨ リ消 失 セ シ メ其 ノ生 命 ヲ救 助 スル コ トヲ報 告 セ ラ レテ以 來 本 現 象 ニ關 スル

業績相 次 イ デ出 ヅ レ ドモ其 ノ本 態或 ハ 作用 機轉 ニ至 リテ ハ殆 ド全 ク不 明 ノ裡 ニア リ.或 ハEuglobulin及 ビ

Paeudoglobulinfranktion中 ニ ア リ トナ シ(Rosentbal & Freund)或 ハ Albumin及 ビPepton中 ニ ア リ トナ シ

(Budicke, strausa & Collier)又Rosenthal & Freundノ 如 キ ハ人 血清 中 ニ含 有 セ ラ ル ル モ ノハtrypanozi-

dogene Scoffsニ シテ 全 ク作 用 ナ キ モ ノガ 動物 體 内 ニ入 リテ 或 ハ酵 素 樣物 質 ニ ヨ リテ 活 性化 サ レ 茲 ニ始 メテ

trypanozide Substanzト ナ ル モ ノナ リ 卜云 ヘ リ.然 レ ドモ諸 家 ニ ヨ リテ 全 クー 致 セ ル トコ ロバ 本 物 質 ガ肝 臟

實 質機 能 ト最 モ密接 ナ ル關 係 ヲ有 シ 諸 種 肝 臟疾 患或 ハ 肝 臟機 能 障 碍 時 ニ著 明 ナ ル 本物 質 ノ減 少 ヲ見 ル 事實

ナ リ(Platau, Rosenthal, gruger,齋 藤, Nossen, Freund,瀬 脇,金 子, Munch etc).即 チ本 物 質 ハ 恐 ラ ク

抗 元 性能 力ハ ナ キ ガ如 ク又 抗 體 様 物 質 ナ ル ヤ,酵 素 様 物 質 ナ ルヤ,或 ハ 何 等 カ ノ他 ノ機轉 ニ基 ク モ ノナ リヤ

漠 トシテ全 ク捕 捉 スル 能 ハ サ レ ドモ 肝 臟 免 疫 機 能 乃 至 一 般 肝 臟 機 能 ヲ窺 フ ニ至 適 ナ リ ト信 ジ 發 熱 時 ニ於 ケ

ル該 物質 ノ消 長 ヲ檢 シ タ リ.蓋 シ抗 體 形成 ニ對 シ網 状 織 内被 細 胞系 統 ノ外 ニ肝 臟 實 質 細胞 モ 亦 重 要 ナ ル作

用 ヲ有 ス ル コ トハ輓 近 文獻 ノー致 ス ル處 ナ レバ ナ リ.

第2節　 實 驗 方 法 及 ゼ 供 試 材 料

赤痢,接 種 「マ ラ リヤ 」等 ノ急 性 發熱 患 者 竝 ニ腸 「チ フス 」患 者 ニ於 テ 發 熱 前後 ノ血 清 ヲ採 取 シテ 實驗 セ リ.

入 類 ニ非 病 原 性 ナ ルTrypanosoma equiperdumヲ 使 用 シ,之 ニ ヨク罹 患 ス ルMansヲ 用 ヒ タ リ.先 ヅ12匹

ノMausヲ1群 トシ之 ニ2匹 ノ對 照 ヲ加 へ之 ニTrypanosoma感 染Maus血 液(一 視 野1-3箇 ノTrypanosoma

ヲ認 ム ル程 度 ニ生理 的 食鹽 水 ヲ以 テ 稀 釋 セ ル モ ノ)0.2㏄ 宛 ヲMans腹 腔 ニ注射 シ之 卜殆 ド同 時 ニ人 血 清 ヲ

表 記 ノ量 ニ背 部 皮 下 ニ注 射 シ(對 照 ニハ 注 射 セ ズ)以 後 毎 日尾 端 ヨ リ採 血 シテTrypanosomaノ 數 ヲ數 ヘテ

共 ノ増 殖 状 態 ヲ觀 察 セ リ.

第3節　 實 驗 成 績

Trypanosomaノ 血中増殖状態 ニヨ リ表示 スル時ハ徒 ラニ尨大 ナル表 トナルガ故 ニ大體瀬脇 氏ニ從 ヒ下記

ノ如 キ符號 ノ下 ニ總 括的 ニ記 載 シテ傾 向 ヲ知ラ ン卜セ リ.

-對 照 ト同様 ニ迅速 ニ出現 ス. + 1日 間出現ガ遅延 セルモ ノ

〓 2日 間出現ガ遅 延セルモ ノ, 〓 3-6日 間遅延 ス.

〓 7日 間以上遲延 ス. ∞ 全 ク出現セ ズ,完 全 ニ防禦セルモ ノ.

41



1362 伊 藤 駒 夫

第28表

「マ ラ リヤ｣發 作時 ニハ組當著 明ニ減少 ス.赤 痢患者高熱時 ニモ多少減少 スル モノ ノ如 シ.腸「チフス」患者

ニ於テハ第2-3週 等 ノ高熱 稽留期 ニハ著 明 ニ減少 ス.體 温下降期 ニ至 ルモ恢復比較的徐 々タ リ.即 チ血中

免 疫體 ノ消長 トハ相伴ハザル モ ノノ如 シ.
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第9章　 發 熱 卜血 行 内 注 入 細 菌 ノ 消 長

總テ血行中 ニ途 入セ ラレタル細菌 ガ速 ニ消失 スル事實ハFodor, Wyssokowitsch等 ノ實 驗ニ ヨ リテ確證 セ

ラ レタル事實ナ リ.之 等細菌 ハ肝臟,脾 臟,骨 體等 ノHistiozytare Elementeニ 攝 取セ ラレ或 ハ死 滅 シ或 ハ

増殖スルモノノ如 ン.然 ラバ血行 内細菌 ノ消長 ハ個體 ガ細菌感染 ニ對 スル防禦力 ノー表示 トモ見ル ヲ得又

他 方生體 ノ防禦機轉 ニ對 シ重要 ナル關係 ヲ有 スル網 内系 機能 ヲ推 知 シ得 べ シ.故 ニ余ハ 「チ フス」菌及 ビ大
ハ せ

腸菌 ノ生菌 ヲ家兎 ノ血 中ニ移入 シ共 ノ血中證明時間 ヲ檢 セ リ.

實 驗 方 法

體重2000g内 外 ノ家兎 ヲ用 フ.腸 「チ フス」菌及 ビ普通 大腸菌 ノ18時 間寒 天斜 面培養菌苔1白 金耳 ヲ2cc

ノ生理的食鹽水 ニ浮游 セ シメ此菌液1ccヲ 耳靜脉 内ニ注入 シ種 々ナ ル時間 ニ心臟穿刺 ヲ行 ヒ2cc採 血 シ之

ヲ同量ノGlyGerin加 膽汁培養基 ニ入 レ豫 メ溶解 シ43°-45℃ ニ保 テル寒天 卜混和 シ平板 ニ培養 シ24時 間

37℃ 孵卵器 ニ収 メテ集落 ヲ檢 ス.心 臓 ヨ リ採血 セルハ耳靜脉 血 ニ比 シ菌 陽性率遙 ニ大 ナ リシガ故 ナ リ.

先ヅ温刺, Vaccin及 ビThermin注 射 ヲ行ヒ發熱 スルヤ直 チニ菌 液 ヲ注射 シ30分, 1, 2, 3, 5, 7, 10時 間

ニ採血 シテ培養 セリ.

實 驗 成 績

第29表
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腸 「チ フス 」菌 ニ就 テ見 ル ニ健 康 家 兎 ニ於 テ ハ 菌 注 入 後30分 ニ於 テ 大 多 數 ハ 無 數 ニ證 明 ス ル コ トヲ得.然

ル ニ1時 間 後 ニ至 レバ急 速 ニ減 少 シ以後 時 間 ヲ追 フニ 從 ヒ 加速 度 ヲ以 テ 減 少 シ3-5時 間 迄 證 明 セ ラル ル モ

7時 間 ニ至 レバ全 例 ニ 於 テ 陰 性 トナ レ リ.温 刺 及 ビvaccin熱 ノ場 合 ハ血 中 證 明 時 間 短 縮 セ ラ レ殊 ニ後 者 ニ

於 テ ハ 著 明 ナ リ. Thermin熱 ハ屡 々試 験 動 物 ヲ死 亡 セ シ メ症 例少 數 ナ レ ドモ 一般 ニ著 シキ影 響 ヲ與 へズ.即

チ平 均 時 間 ヲ列 擧 ス レ バVaccin 3.5時 間,温 刺4.0時 間,健 康 動 物9.4時 間, Thermin 4.3時 間 ナ リ.

次 ニ大 腸 菌 注 入 家 兎 ニ於 テ ハ 證 明 時 間 前 者 ヨ リ稍 々 長 ク10時 間 ニ於 テ ハ總 テ 陰 性 ナ ル モ7時 間 ニ於 テ ハ

半 數 ハ 證 明 セ ラル.温 刺 及 ビVaccin熱 共 ニ時 間 ヲ短 縮 シ, Thermin熱 モ亦 僅 ニ短 縮 ス.即 チ平均Vaccin

4.6時 間,温 刺 熱5.5時 間, Themin熱5.6時 間,劉 照6.0時 間 ナ リ.

以 上 ノ成 績 ニ ヨ リ護 熱 時 ニ ハ 血行 内 ニ送 入 セ ラ レ シ細 菌 ハ射 照 ニ比 シ迅 速 ニ流 血 中 ヨ リ消 失 スル モ ノ ノ

如 シ.

第10章　 發 熱 ト赤 血 球 貧 喰 機 能

前 章 ニ於 テ 血行 内細 菌 ニ就 テ實 驗 セ ル ガ細 菌 ハ 第1毒 力強 ク シテ 實 験 動 物斃 死 スル コ 卜多 ク,第2菌 量

ヲ 同一 ニス ル コ ト 困難 ニ シテ,第3生 菌 ヲ取 扱 フ コ 卜ハ 多 少 ノ危 險 ヲ伴 ヒ 從 ツテ 實験 成 績 ニ一 致 ヲ鉄 ク コ

トア ル ガ故 ニ余 ハ前 章 實驗 ノModellversuchト シテ 生 體 内赤 血 球 負 喰 作 用 ニ就 テ實 驗 ヲ重 ネ タ リ.又 一 ハ

細 菌 ノ如 ク全 ク動 物 ト關 係 ナ キ モ ノ ト等 シク 異 物 ニ ハ過 ギ ザ ル モ動 物體 内 ニ必 ズ存 在 シ生 活 機 能 ト重大 ナ

ル 關 係 ア ル赤 血球 卜ハ 其 ノ運 命 ニ相 違 ス ル所 ナ キ ヤ ヲ檢 セ リ.

血 行 内 ニ 注入 セ ラ レ シ異 種 赤 血球 ノ運 命 ニ關 シテ研 究 セ ル2-3ノ 文 獻 ヲ繙 クニGowanハ 試 驗管 内 ニテ

鶏 血球 ヲ溶解 ス ル血 清 ヲ有 ス ル家 兎 ニ鶏 血 球 ヲ注 射 ス レ バ 共 ノ血球 ハ 貧喰 作 用 ニ 因 ラズ 溶 血 作 用 ニ ヨ リテ

直 チニ 溶解 セ ラ ル.免 疫 處 置 ヲ施 サ ザ リシ家 兎 ニ於 テ ハ 鷄 血球 ハ漸 次 悉 ク肝 臟 内 ニ密 集 セ ラ レ流 血 中 ニ

ハ 之 ヲ認 メザ ル ニ至 ル.此 肝 臟 ニ ノ ミ 血球 ノ集 積 セ ラル ル ハKupfer氏 星 芒 細 胞 ノ貧 喰 作 用 及 ビ肝 細 胞 ノ

metabolische Tatigkeitニ 基 クモ ノ ニ シテ,之 ニ ヨ リテ免 疫 體 ハ肝 臟 ニ於 テ成 生 セ ラ ル ル モ ノナ リ 卜セ リ.

平 井 氏 ハ 家 兎 靜脉 内 ニ注 入 セ ル鷄 血 球 ハ 骨髓,肝(Kupfer氏 星 芒 細胞)及 ビ脾臓 ニ攝取 セ ラ レ漸 次破 壊 溶解

.セラ レテ 遂 ニ消 滅 シ 其 ノ他 ノ臟 器 ニ於 テ ハ 血 球 ハ 比較 的 固有 ノ形 態 性状 ヲ保 侍 ス ル モ遂 ニ ハ前3者 臟器 ニ

運 搬 セ ラ レテ 溶解 ス. Intravitale Hamolpyeニ 關 シテ 詳 細 ニ追 及 セ ルLttcslchardt & Becht, Bieling & Isaac,

 Natali, Hahn, Skramlik, Olsen, Oeller, Huhnermann等 ノ記 載 ニ徴 ス ル ニ共 ノ間2, 3成 績 ノ相 違 或 ハ 解 釋

ノ懸 隔 ヲ見 ル モ 脾 臟 及 ピ肝臟 乃至 網 状織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 卜最 モ密 接 ナ ル關 係 ヲ認 ム ルハ 諸 家 ノー致 ス

ル 庭 ナ リ.故 ニ 血行 内 ニ輪 入 セ ラ レ タル 異 種 血1球 ノ運 命 ヲ追 及 ス レバ一 面 ニ於 テ ハ 組 織 球 性 細 胞 ノ機 能 ヲ

推 知 シ他 面 吊於 テ ハ脾 臓 ノ内分 泌 機 能(Bieling & Isaac),臟 器結 合能 力(Hahn & Skrnmik)或 ハ 廣 ク肝 臓

機 能(Olsen)ニ 對 ス ル考 査 ノ一 部 ヲ補 足 スル コ 卜 ヲ得 べ シ.

實 驗 方 法

體 重200Og内 外 ノ家 兎 ヲ用 フ.鷄 動 靜 脉 ヲ切 断 探 血 シ之 ヲ4%枸 櫞 酸 曹達 加 生 理 的 食 鹽 水 ヲ入 レ シ容器

ニ受 ケ凝 固 ヲ妨 ギ,之 ヲ遠 心器 ニ装 ヒ生 理 的 食 鹽 水 ニテ5同 洗 滌 ス.此 血球 ヲ生 理 的食 鹽 水 ニ テ2倍 ニ稀 釋

シ タル 浮 游 液 ヲpro Kilo 5㏄ 耳 靜脉 内 ニ注 入 シタ ル後 種 々 ナ ル 時間 ニ反 對 測 ノ耳 靜脉 ヨ リ1滴 宛 採 血 シ塗

抹 標 本 ヲ作 リGiemsa-Romanowsky氏 液 ニテ 濃染 シ毎 囘1標 本 以上 ヲ隈 ナ ク精 査 シ其 ノ消 失 ヲ確 定 ス.
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先ヅ發熱 操作 ヲ加 へ發熱高度 ニ達 セル時鶏赤血球 ヲ注入ス.

實 驗 成 績

第30表

對 照 家 兎ハ 常 ニ2時 間 乃至3時 間 ニ ンテ規 則 正 シク流 血 中 ヨ リ消 失 ス.Vaccin熱 ハ著 明 ニ血 中 證 明 時 間

ヲ短 縮 セ リ. Thermin注 射 熱 又之 ヨ リ劣 レ ドモ 相 當 著 明 ニ短 縮 ス.温 刺 熱 モ輕 度 ナ レ ドモ對 照 ニ比 ス レバ 短

縮 セ ル ヲ見 ル.平 均 時 間 ヲ列 學 ス レバVaccin熱133.3分. Thermin注 射 熱123.7分.温 刺 熱140分,對 照

153分 間 デ リ.即 チ 何 レ ノ發 熱 ニ於 テ モ異 種 赤 血 球 貪 喰 機 能 亢進 スル モ ノ ノ如 シ.

第11章　 發熱 ト血行内細菌沈降元

1897年Kraus始 メテ 「チ フス」免 疫血清 ニ於 テ沈降 素ヲ證明セルガ之 ニ次 イデFomet(1906)ハ 腸 「チ フ

ス」患者血清中 ニ腸「チ フス」免疫 血清 ト反應スル「チ フス」菌沈降元 ヲ證明セ リ. Kraus及 ビRussハPornet

ノ實驗 ヲ否定 セルガ爾來本問題 ハ全 ク閑却サレテ文獻 ヨ リ浸 ン去 レリ.余 ハ偶 々腸 「チ フス」患 者ニ於テ本

反應 ノ著明 ニ現 ハルルヲ知 リ之 ヲ早期診斷 ニ利用 セ ントセルガ之 ニ關 ンテハ別 ニ報告 スル トコロア ルベ シ.

發熱 ガ抗體産生或 ハ血 中細菌 ニ影響 ヲ與 フル トス レバ細菌 崩壞 ニ對 シテモ 亦何等 カノ影響 ヲ及 ボサザル ベ

カラズ.細 菌崩壞現象 ヲ觀 察スルニハ此沈降元證明 ヲ現今 ニ於テ用 ヒ得 ペキ最良 ハ方法 ナ リト信ズ.故 ニ血

中沈降元 ノ量ヲ測定 シ以テ發熱 ノ細菌崩壞 ニ及ボ ス影響 ヲ窺ハ ントンタ リ.

第1節 家 兎 ニ 於 ケ ル 實 驗 的 研 究

實 驗 方 法

體重2000g内 外 ハ號 ニ「チ フス」菌18時 間寒天斜面培養菌苔2白 金耳 ヲ2ccノ0.85%食 鹽水中 ニ浮游
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セ シメ次其ノ1ccヲ 家兎耳静脉 ニ注入 シ他 側 ノ耳靜脉 ヨ リ採血 シテ檢ス.得 タル血清ハ1分 間2000囘 以上廻

轉 ノ遠心器 ニ装 ヒ40分 間以上遠心 ンテ注意 シツツ血清 ヲ分 ツ.斯 クスル時 ハ殆 ド總 テ ノ場合上部血清 中ニ

ハ菌 ヲ證 スル能 ハズ.血 清殘 レル場合ハ常 ニGlycerin加 膽汁培養器 ニ投 ジ培養 ヲ試 ミ菌 ハ陰性 ナルヲ確 メ

タ リ.可 檢血清ハ生 理的 食鹽水 ヲ以テ順 次倍數稀繹 シ之 ヲ免疫 血清 ノ上 ニ重疊 シテ沈降反應 ヲ檢 ス.免 疫血

清 ハ凝集 債50000倍,稀 釋沈降贋500倍,結 合帯100倍 ノモ ノヲ用 ヒタリ.發 熱 シテ凡 ソ最 高度 ニ達 シタル

時菌液 ヲ注入 シ種 々ナル時間 ニ採血 シテ檢 ス.菌 ハ毒 力最モ弱キ片岡株 ヲ使用 セリ.

實 驗 成 績

第31表

鹽菌Vaccin注 射熱 ノ場 合ハ沈隆元便 ハ始 メ高 ク速 ニ下降 スレ ドモ1時 間前後 ニ於テ證明 シ得.温 刺熱 ハ

場 合モ1時 間後迄證明 シ得 ルコトア リ.反 之,健 常家兎 ニ於テ ハ30分 或 ハ45分 ニ於 テ證 明シ得 ラルルコ ト

アレ ドモ大多數 ハ陰性 ニ終 ル. Thermin注 射熱 ハ總 テ陰性 ナ リシモ實驗 動物 ノ多 クハ速 ニ死 亡 シ爲 ニ症例

少 キガ故 ニ之 ヲ以テ直 チニTherminノ 影響 ヲ云爲 スル能 ハズ.恐 ラク健常動物 ト大差ナ キモノナルペ シ.

即 チVaccin熱 及 ビ温刺熱 ハ細菌沈降 元 ノ血 中證明率 ヲ高 メ,其 ノ量ヲ増加 シ,共 ハ時間 ヲ延長 スルモノノ如

シ.

第2節 腸「チ フス」患者血中「チ フス」菌沈降元 ノ檢 索

家 兎 「チフス」免疫血清 ニ健 常人血清 ヲ重疊 ス レバ非特異性 沈降物 ヲ生 ゼ リ.可 檢 血清23例 中11例 ニ於

テ見其 ノ債ハ人血清稀澤倍數1-16倍 ニシテ4-8倍 ノ便 ヲ示 スモノ最 モ多 シ.故 ニ嚴密 ナル意味 ヨ リ云ヘ

バ32倍 以下,少 ク トモ16倍 以下ハ實 驗例中 ヨ リ除外 スベキモ,カ カル場合發熱 ニヨ リテ動搖 セルモ ノハ特

異性反應 ノ加擔 セルハ否 ムベカラザル ヲ以テ本 實驗例中 ニ挿入 セ リ.
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實 驗 成 績

第32表

高熱 ヨリ低温 ニ移行 スレバ 血 中 菌 沈 降 元ハ減少 スル コ トア リ.少 ク トモ低 温 ニ於 テ 増量セル ヲ見 ズ

Bagnon注 射, Pyrnmidon投 與ニ ヨル解熱 時ニハ沈降元 量減少 ス.

以上第1節 及 ビ第2節 ノ實驗成績 ヲ見 ル ニ高温 ハ菌崩壞 ヲ促進 シ低温ハ之 ヲ抑止スル コ トアルモ ノノ如

シ.

第12章　 免 疫 體 産 生 母 地 障 碍 時 ニ 於 ケ ル 實 驗

免疫體産生母地 ニ關 シテ ハ古來幾 多ノ學者 ニヨ リテ微 ニ入 リ細 ニ亙 リ追及 セラレシ處 ナレ ドモ未 ダ全然

解決 ノ域 ニ達 ンタルモノ ト認 ムル能ハ ズ.然 レ ドモ今 日 ノ知見 ヲ以テ ス レバ網状織 内被細胞系統竝 ニ肝臟

ヲ以テ最 モ主要 ナル産生母地 トナスハ 最早疑 フ ノ餘地 ナカルペ シ,而 シテ肝 臟ガ温調節機轉 ニ對 シ各臟 器
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中筋肉 ト共 ニ最 モ重要 ナル作用 ヲ有 スル一般 ニ承認 セラ レタル事寅 ナ リ.更 ニ網 状織 内彼細胞系統機能 ガ

發熱 ニ對 シ大イニ關係 アルハ我ガ教室原田セ三谷,日 下及 ビ篠井氏等 ノ發見セ ラレシ處 ナ リ.又 今村氏 ノ研

究 ニヨレバ異 物熱 ニ對 シテハ脾臟 「ホルモ ン」ガ重要 ナル影響 ヲ及 ボス ト云 フ.飜 ツテ發熱時 ニ於 ケル之等

臟 器 ハ機能 ヲ見 ルニ肝臟機能 ガ發熱 痔著 明 ニ胃 サルルハ我 ガ教室 ニ於 ケル實驗 ニ徴 スルモ明カナ リ(須 賀,

吉 中,齋 藤,伊 藤).網 状織 内被 細胞系統 ニ關 シテ我 ガ教室藤田,藏 本,兩 氏 ノ詳細 ナル實驗ニ ヨレバ發熱初

期 ニハ本系統 ハ機能亢進ヲ認 ムルモ 發熱持 續ス レバ 遂 ニ衰退 ス ト云 フ.故 ニ余ハ發熱 時抗體 ノ移動 ガ發熱

竝 ニ抗體形成 ノ兩機轉 ニ對 ン共 ニ重要 ナル意義 ヲ有 スル肝臟 或ハ網 状織 内被細胞系統機能 ト幾 許 ノ關係 ア

リヤヲ知 ラント欲 ン之等臟器細胞 ノ機能障碍 ヲ起 ン之 ニ發熱操作 ヲ加 ヘテ抗體 ノ消長 ヲ檢 シタ リ.

實 驗 方 法

肝臟 機能障碍 トシテハ黄燐 ノ「オ レーフ」油飽和液 ヲ注射 ス.網 状織 内被 細胞系統機能障碍 トンテハEle

ctrargol注 射或ハ脾臟摘出 ヲ行 ヘ リ.

第1節　 脾 臟 摘 出

免疫元 トシテ卵 白及 ビ「チフス」死菌 ヲ用 ヒ沈降素 及 ビ凝集素 ヲ檢 ス.最 終免疫後7-14日 ニ脾臟 ヲ摘出

シ1日 間 ノ間隔 ヲ置 キテ「チ フス」及 ビ普通大腸菌Vacoin, Therminハ 注射 ヲ行 ヒ沈降素及 ビ凝集素 ノ消長

ヲ見 タ リ.

實 驗 成 績

第33表
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第34表
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對照家兎 ニ於テ 沈降素ハ脾臟摘出後第2日 ニ シテ 既ニ輕度 ノ沈降素 ノ減少 ヲ見 ルモ第3-第5日 ニハ舊

ニ復セ リ.凝 集素ハ殆 ド變化 ナシ.即 チ脾臟 摘出共 ハ物ハ抗體 ニ對 シテ影響 比較的大ナ ラズ.摘 脾後僅 ニ低

下 セル動物 ニVaccinヲ 注射 スルニ發熱 ノ初期 ニ僅 ニ低下 シ長時間持 續 ノ高熱 中 ニ再 ビ舊 ニ復 シ之 ヲ維持 シ

解 熱後再 ビ輕度 ニ低下 セ リ.併 シ此變 化ハ沈降素 ニ著明 ニ シテ凝集素 ニ於テ ハ變化 セザル コト多 シ.

次 ニTherminヲ 注射 スルニ摘脾 後低下セ ル沈降素便ハ共 ノ儘動搖 スルコ トナ クシテ低位 ヲ保 チツツ最後

マデ推 移 セリ.凝 集素 又著變 ナ シ.

第2節Electrargol注 射

3日 間Electrurgolヲ 連 續 シテ毎 日pro Kilo 4cc注 射 シタ ル後Thermin及 ビVaccinヲ 注射 ス.對 照 家 兎

ニ 於 テ3日 間 連 續 注射 後 沈 降 素 ハ輕 度 ノ減 少 ヲ見 ルモ 凝 集 素 ハ殆 ド全 ク變 化 ナ ン.之 ニVaccinヲ 注 射 ス レ

バ 沈 降 素 ハ 發熱 ノ初 期 更 ニ 低 下 シ 發 熱 ノ末 期 ニ輕 度 ニ 快 復 シ解 熱 後2-4日 後 ニハElectrargol注 射 前 ノ値

ニ歸 リ或 ハ 夫 レ 以 上 ニ上 ル コ トス ラ ア リ.凝 集 素 ハ 發 熱 中變 化 ナ ク.解 熱 後 稍 々上 昇 ス ル モ ノ多 シ.　Thermin

ヲ 注射 ス レバ 發熱 中 何等 影 響 ヲ與 ヘ ザル モ 解 熱 後 ノ囘復 ヲ 阻害 シテ 沈降 素 ノ上昇 ヲ妨 グ.凝 集 素 ニ對 シテ

ハ見 ル ペ キ變 化 ヲ與 ヘズ.

第3節Electrargol注 射 及 ビ 脾 臟 摘 出

脾 臟 嫡 出 ヲ行 ヒ1日 間 ノ間 隔 ヲ置 キテElectrurgolヲ3日 間 毎 日連 續pro Kilo 4cc注 射 シ其 ノ翌 日Vaccin

及 ビTherminヲ 注 射 セ リ.

對 照 家 兎 ヲ見 ル ニ 沈降 素 ハ著 明 ニ減 少 シ,凝 集 素 モ亦 減少 ス.之 ニVaccinヲ 注 射 ス レバ熱 ノ經過 ニ伴 ヒ

テ 益 々 低 下 シ注 射 翌 日平 温 ニ 復 ス ル モ 僅 ニ上 昇 セ ル ノ ミニ テ 翌 々 日 ニ至 ル モ 此 低 位 ヲ保 チ 發 熱 操作 前 ニ歸

ル コ トナ ク,勿 論 摘 脾 前 ノ價 ニ比 ス ル ニ遙 ニ低 位 ニ止 レ リ. Therminヲ 注 射 ス レバ發熱 時 輕 度 ニ下 降 ス ルモ

翌 日ニ至 レバ發 熱 前 ニ復 ス.

第4節　 肝 臟 機 能 障 碍

黄 燐 ノ「オ レ ー フ」油 飽 和 溶液 ヲ體 重2000g内 外 ノ家兎 ニ1或 ハ1.5cc宛2日 間 乃 至3日 間連 續 背 部 皮下
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ニ注射 シタル後Pacoiu或 ハTherminヲ 注射 ス.

對照 ヲ見 ル ニ沈降素 ハ著明 ニ減少 ス。凝集素 モ相當 減少 セ リ.之 ニVaccinヲ 注射ス レバ益々減少 シ注射

翌 目平 温ニ於テモ抗體價 ハ遂 ニ囘復スル コトナ シ.此 際Vacainニ 於 テSchock症 欣 ヲ起 シ'體温遙 ニ平温 ヨ

リ下降 セルモ ノニ於テハ抗體殊 ニ沈降 素ハ頗 ル強度 ニ減少 セ リ. Therminヲ 注射 ス レパ輕度ニ沈降 素 ノ上

昇 ヲ見 ル.翌 日ニ至 レパ再 ピ下降ス.凝 集 素ハ斃 死 シ盡 シテTherminノ 影響 ヲ知ル能 ハザ リキ.

第5節 發 熱 状 態 竝 ニ 死 亡 率 ニ 關 ス ル 觀 察

Blookierung或 ハ脾臟 摘出ガVacoin熱 ヲ著明 ニ延長 セ シムル コトハ既 ニ我 ガ教室 原田,三 谷,日 下 氏 ニヨ

リテ報告セ ラレタル處 ナルガ余 ノ實 驗 ニ於テ モ著明 ニ10-20時 間 ニ亙 リテ發熱持 續スル コトヲ知 レ リ.摘

脾手術ハ體温ニ對 シテ殆 ド影 響ヲ與 ヘズ. Electrargol注 射ハ輕度 ノ發熱 ヲ來ス.此 場 合Vacoin熱 卜異 リ最

初陰性期(體温下降期)ヲ見 ルコ トナク シテ直 チニ體温上昇 シ1-11/2時 間後最高 ニ達 シ直 チニ下降シ2-21/2

時間後 ニハ平温 ニ復ス.而 シテ興味 深キ コトハ2囘, 3囘 ト囘ヲ重 ヌル毎 ニ發熱 著明 トナルコ トナ リ.脾 臟

摘出後Eleotrnrgolヲ 注射 ス レパ第1囘 注射 ノ際 ニハ體温上昇 ヲ見ズ.第2囘 ニ至 レバ普通 ノ如 ク體温 上昇

ス.

次ニ正常家兎 ニ黄燐 ヲ注射 スレバ極 メテ僅 ニ體温下降 ヲ來 タ シ之 ヲ終 日持 續ス.而 シテ1日 中 ノ體温動

搖ヲ輕度 ナラシメ體温曲線 ヲ比較的 中坦 ナ ラシムルモ ノノ如 シ,一部 ニ於テハ何等影響 セザル モノア リ.之

ニVaccinヲ 注射ス レバ何等影響 ナク正常通 リ發熱 スル モノアレ ドモ大部分 ハ體温上昇 ヲ多少抑制 シ著明 ナ

ル高熱 ニ達スル コ トナ シ.即 チ1時 間後輕度ニ發熱 シ此輕熱 ハ21/2時 間持續 シタル後 下降 ス.次 ニVaccin

注射後急速 ニ體温下降 シ甚 ダシキ ハ32-38℃ ニ達 シテ死亡 シ,然 ラザ ル場合ハ實驗當 日ハ低温 ノ儘經過 シ

翌日ニ至 リテ翫 ク平温 ニ復スルモ ノア リ.此3型 ノ區別 ハ黄燐 注射屋 ト略ボ一致 シテ現 ル.

次 ニ脾臟摘出或 ハBlockierungハVaccin及 ピThermin注 射 ニ對 スル抵抗 力ヲ余 ガ實驗範圍 内ニ於 テハ

減少セ シメザ リシモ兩 者合併 ニ於テ ハ著 シクVaccintodノ 頻度 ヲ高 メタ リ. Thermin注 射 ニ對 シテハ前 者ニ

比シ比較 的影響少キ モ尚ホ死 亡率 ヲ高ム.肝 臟機能障碍時 ニハVaccin及 ビTherminニ 對スル抵 抗力減弱 シ

實驗動物 ノ大半 ハ數時間乃至1日 内 ニ斃死 シタ リ.是 レ黄燐ハ單 ニ肝臟 ノ ミナラズ他 ノ實質臟器 ヲモ胃ス

コト大ナルニヨル ペシ.

第13章　 實 驗 成 績 ハ 總 括 及 ビ 失 レ ニ 基 ケ ル 推 論

1.先 ヅ 正常 凝 集 素及 ビ正 常 溶 血素 ニ就 テ實 驗 的研 究 ラ企 テ タル ニ兩 者 殆 ド一 致 シテ 同 一 ノ

成 績 ヲ得 タ リ.即 チ温 刺 及 ピVaccin熱 ハ之 等 ニ對 シテ 見 ルベ キ影 響 ヲ與 ヘ ズ. Thermin注 射

熱 ハ寧 ロ減 少 ス ル コ トアル モ ノ ノ如 シ.正 常抗 體 ハ頗 ル 安 定 性 ナ ル コ トテ知 ル.正 常抗 體 卜免

疫 抗體 トノ異 同 ニ關 シテ ハ種 々 ナ ル論 ア レ ドモ砂 ク トモ 斯 カル細 胞機 能 ノ異常 刺戟 ニ ヨ リテ ハ

正常抗 體 ハ動 搖 シ難 キ モ ノ ノ如 シ.次 ニ余 ハ血 清 防禦 素 ニ就 テ檢 セ リ.抑 々細 菌 學 發 達 ノ搖 籃

時 代 ニ於 テWyssokowitschノ 有 名 ナル業 績 ニ ヨ リ血 行 内 ニ注 入 セ ル細 菌 ガ速 ニ消 失 スル 事 實

ラ知 ルニ及 ビ學 者 ノ注視 ハ血 液 ニ向 ケ ラ レ, Fodor, Nuttal, Nissen, Buchner等 ノ研 究 ニ ヨ

リ血清 ガ著 明 ナル 殺 菌 カ ヲ有 スル コ ト證 明 セ ラ レBuchnerノAlexintheorieヲ 生 ミ體 液 免 疫
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説 専 ラ唱 道 セ ラル ル ニ至 レ リ.此 防 禦 素 ハ試 驗 管 内 ノ ミナ ラズ生 體 内 ニ モ存 在 スル コ ト實 證 セ

ラ レ,又 傳 染 病 ニ於 テ モ死 前 ニ於 テ殺 菌 力 ノ頓 ニ減 少 スル コ ト知 ラ レタ リ(Lowenstein etc.)

其 ノ後 脾 脱 疽 菌 ニ對 シテ感 受 性 強 キ家 兎 ガ防禦 素 ヲ有 スル ニ拘 ラズ 感 受 性 ナ キ犬 ニ於 テ ハ存 在

セザ ル コ ト知 ラ レ(Lubarsch),或 ハ網 内 系統 ノ意 義 論 ぜ ラ レ(Bieling, Siegmund, Neufeld

 & Meyer etc.)其 ノ他 種 々 ナル 方 面 ヨ リ檢 討 セ ラ レ且 往 時 犬 猿 相 容 レザ リシ體 液 説 及 ビ細 胞 説

モ漸 次 接 近 スル ニ及 ビ防禦 素 ノ位 置 多 少 動 搖 セ リ ト雖 モ爾 ホTropine Opsonine, Agglutinins

其 ノ他 ト伍 シ自 然抗 菌 性 ニ對 シ主 要 ナ ル關 係 ヲ有 スル ハ疑 フベ カ ラザ ル處 ナ リ.余 ノ實 驗 ニ ヨ

レバ 防禦 素 ハVaccin及 ビ温 刺 熱 ノ場 合 一過 性 ノ上昇 テ見 タ リ.而 シテ此 ヒ昇 ハ正常 溶 菌 素 ニ

ア ラズ シテ寧 ロ溶 菌 性 補 體 ノ上 昇 ニ基 ク モ ノ ノ如 シ.我 ガ教 室寺 尾 氏 ノ實 驗 ニ於 ケ ル溶 血性 補

體 ノ上 昇 ヲ見 タル ト全 ク一 致 セ リ.溶 菌 性補 體 ド溶 血性 補體 ノ異 同 ニ關 シテ ハ幾 多 ノ研 究 ア リ

テ 歸趨 スル處 テ知 ラザ レ ドモ最 近 ノ.文獻 ハ其 ノ同 一 ナ ル ヲ主張 シ砂 ク トモ 同 一根 源 ヨ リ發 スル

コ トヲ信 ズル モ ノ ノ如 シ.若 シ補 體 ヲSachs, Klopstock等 ノ主 張 スル如 ク血 清 蛋 白 ノ特 殊 ノ

kolloidale Strukturニ 過 ギ ズ トス レバ 發 熱 ニ ヨ リテ 一 度 上 昇 セル補 體 作 用 ハ體 温 下 降 ト共 ニ

速 ニ舊 ニ復 シ,カ ノ抗 體 ニ於 グ ル ガ如 ク血 中 ニ相 當 時 間 存 在 ス ル事 土 カ ルベ シ.蓋 シreversibel

ナル コトハ 補體ノ最 モ重要ナル性状ノーナ ヒバナ リ.余 ガ實驗 ニ於テモ防禦素作用 ノ變化ハ極

メテ一 過 性 ニ シテ體 温 下 降 後 ハ速 ニ減 少 シテ舊 ニ復 セ リ. Rolly & Meltzerハ 温 箱 ニ於 テ防禦

素 ノ變 化 ヲ見 ザ リキ ト雖 モ氏 ノ實 驗 ハ外 界 ヨ リノ温 熱刺 戟 ニ過 ギズ.又Liidke, Aronsohn &

 Citron, Cori & Radnitz及 ビ寺 尾 氏 ニ ヨ リ溶 血性 補 體 ノ上 昇 ス ル コ ト立 證 セ ラ レ余 ノ溶 菌 性 補

體 ニ於 ケ ル成 績 ト相 對 比 シテ所 謂 防 禦 素 ハ發 熱 時 上 昇 スル モ ノ ナル コ トヲ信 ぜ ン トス.然 レ

モ補 體 ハ余 ノ研 究 ニ ヨ レバ 網 内 系或 ハ骨 髓機 能 等 ニ ヨ リテ モ左 右 セ ラル ル モ最 モ肝 臟 磯 能 ニ ヨ

リテ 影 響 セ ラ レ極 メ テlabilナ ル モノ ナ ル ガ,發 熱 持續 ス レバ網 内系 或 ハ肝 臟 等 ノ機 能 障 碍 ヲ惹

起 ス ル ガ故 ニ防 禦 素 ノ上 昇 モ亦 實 際 ニ於 テハ 發 熱 初 期 ニ過 ギザ ル ベ キ ナ リ.此 想 定 ハ後 章 述 ブ

ル處 ノ血 清 殺 菌 力 ニ關 スル 實 驗 成 績 ニ於 テ明 カ ニ看取 セ ラ レタ リ.

次 ニ臨牀的研究ニ就テ見ルニ種々ナル發熱患者ニ於ケル發熱時 ト比較的急速ナル自然解熱時

或 ハ解 熱 劑 投 與 ニ ヨル 體 温 下降 時 トテ比 較 スル ニ正 常溶 血 素 ハ全 ク變 化 ナ ク正 常 凝 集 素 モ一 部

ニ於 テ發 熱 時 高 價 ナル モ大 多 數 ニ於 テ異 状 ナ シ.即 チ此 場 合 モ亦 正 常抗 體 ノ容 易 ニ變 動 セザル

コ トヲ教 フ.腸 「チ フ ス」患 者 ニ於 テ モ然 リ.殊 ニ長期 ニ亙 ル腸 「チ フ ス」ノ全 經 過 ニ於 テ正 常溶

血 素 ヲ觀 察 セル ニ,生 體 ニ ト リテ カ カ ル重 大 ナルEingriffア ル ニ モ拘 ラズ殆 ド變 動 ス ル コ トナ

キ ハ興 味 深 キ コ トニ シテ 正常 抗 體 ノ性 状 ニ對 シテ一 知 見 ノ追 加 タ ル ベ シ.

更 ニ沈降素,凝 集素,溶 血素 ノ産生竝ニ既成抗體ニ及ボス影響ヲ見ルニ個々ニ於テ多少 ノ差

違 アレドモ大體 ニ於テ温刺及 ビVaccin熱 ハ免疫上昇期及 ビ極期 ニハ全ク影響ナク免疫下降期

殊 ニ末期 ニ於 テ始 メテ其ノ影響看取セラル.即 チ逐日的ニ下降 シツツアリシ抗體 ガ一過性ニ上

昇スルヲ見ル.又 既ニ抗體消失 セルモノニ於テモ再 ビ反應 ヲ催起スルコトア リ.而 シテ些抗體
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ノ上昇 ハ體 温 下 降後 長 ク持 續 スル コ トナ シ.之 等 ノ變 化 ハ温 刺 熱 ニ於 ケル ヨ リモVaccin熱 ニ

於 テ著 明 ニ現 ハル. Vaccin熱 ノ場 合 ニ ハ勿 論 異 種 蛋 白體 トシテ ノ非 特 異性 刺 戟 ノ影 響 ヲ除 外 ス

ル能 ハズ.抑 々一特 殊抗 體 形成 ノ道程 ニ於 ケ ル他 種 ノ異 種 蛋 白注 入 ノ影 響 ニ關 シテ ハ幾 多 ノ研

究 ア リテ,カ ノ所 謂Konkurrenz der Antigene(Benjamin, Witzinger), Anamnestische

 Serumreaktion(Conradi, Bieling)或 ハ非 特 異性 抗 過敏 症 問 題(Pfeiffer & Mita)ノ 如 キ總 テ

抗 元抗 體 間或 ハ抗 元相 互 間 ノ關 係 ニ就 テ實 驗 セ ラ レタル興 味 アル事 實 ナ リ. Bieling氏 ノ既 往

性 反應 ニ關 スル 最 初 ノ業 績 ニ ヨ レバ其 ノ反 應 ハ 特 異 ナ ル波 状 曲 線 ヲ畫 ク ト云 ヘ ル モ其 ノ後 相 次

イデ出 デタ ル追 試成 績 ハ必 ズ シモ氏 ノ云 ヘ ル處 ト一 致 セズ シ デ曲 線 ノ特 異 性 ヲ否 定 セ リ.余 ノ

實驗 ニ於 テ ハ注 射 後 多 ク ハ2時 間以 上 ヲ經 タル ヲ以 テ曲 線 ニ 關 シテ確 實 ナル結 果 テ得 ザ レ ドモ

極 メテ一過 性 ニ シテ體 温 下 降 後 速 ニ再 ビ抗 體 量 減 少 ス ル點 ハ所 謂 非特 異性 刺 戟 ニ ヨル既 往 性 反

應 ト頗 ル酷 似 セ リ,然 レ ドモ温 刺 熱 ニ於 テ モ殆 ド同標 ノ成 績 テ得,且 温 刺 ハ發 熱 セザ ル 時 ハ全

ク影 響 ナキ點 ヨ リ見 テ,砂 ク トモ發 熱 刺戟 其 ノ者 ガ一 時抗 體 量 テ増 加 セ シムル コ トハ ア リ得 ル

モ ノナ リ ト信 ズ.而 シテ從 來 ノ文 獻 ガ一 致 セザ リ シバ免 疫 時期 テ考 慮 セザ リシ ニ ヨル ハ明 白 ナ

ルベ シ.尚 ホ 沈 降 反 應 ニ就 テ ハUhlenhuth氏 原 法 ハ成 績 區 々ナ ル コ トア リテ緒 方 氏 法 ヲ以 テ

論據 トナ スベキ ハ勿 論 ナ リ.カ ク發 熱 操 作 ガ免 疫抗 體 ノ産 生或 ハ極 期 ニ全 ク影 響 ナ ク 單 ニ下 降

期 殊 ニ末 期 ニ於 テ ノ ミ見 ラル ル點 ハ 發熱 有利 論 ニ對 シ必 ズ シモ支 持 トナ リ得 ザ ルレベ シ.何 トナ

レバ生體 が細 菌 ノ侵 入 ニ遭 遇 セル 場 合 最 モ生 命 ヲ脅 サル ル ハ初 期 及 ビ極期 ナ リ.然 ル ニ發 熱 ガ

疾病 ノ重症 期 換 言 ス レバ 抗 體 ノ上 昇 期 乃 至 極 期 ニ於 テ 見 ルベ キ影響 ナ シ トス レバ抗 體 ノ ミラ對

照 トス ル時 ハ先 人 ノ説 ケ ル ガ如 ク直 チニ有 利 ナ リ トハ斷 ズル ヲ得 ズ.況 ヤ所 謂 免疫 體 夫 レ自身

ガ眞 ノ免 疫 機轉 ニ對 シ幾 許 ノ寄 與 ヲナ スベ キ カ不 明 ナ ル ニ於 テ ヲ ヤ.殊 ニFriedberger及 ビ

Seidenberg等 ハ抗 體 ハ抗 元 ト結 合 シテ 其 ノ分 解 産 物 タ ル毒 素 ヲ産 生 ス ル ガ故 ニ時 ニ却 ツ テ生

體 ノ死 テ招 來 スル コ トア リ トシ,抗 體 上昇 即 チ有 利 ナ リ トノ一 般 常 識 ニ對 シ疑 問 ヲ提 唱 セル ヲ

ヤ.

次ニThermin注 射ハVaccin及 ビ温刺熱 ト趣 ヲ異ニシ兎疫體産生ヲ多少阻害スルモノノ如

シ.而 シテ其ノ抗體産生曲線比較的特異ニシテ常態 ト異ナル處 アルハ興味ナシトセズ.即 チ潜

伏期延長 シ速ニ上昇 シテ最高價ニ達 シ又速 ニ下降スルモノノ如 シ.此 成績 ハTherminヲ 數囘

連續 シテ注射 シタル場 合著明ニ見ラル.又 一般 ニ既成免疫體 ヲ下降 セシメ且既往性反應 ヲ催起

スルコトナシ,以 上ノ關係ニヨリTherminニ ヨル變化ハ發熱其ノ者 ノ變化ヨリモ寧 ロ主 トシ

テ他ノThermin夫 レ自身ノ影響ニヨリテ發現 セルモノナルテ推知 シ得.

發熱時ニ於ケル抗體上昇ガ單ニ所謂血液濃縮ニァラザルハ我 ガ教室原田氏 ノ研究成績ニ徴 ス

ルモ明 カナリ.氏 ニヨレバ温刺及 ビVaccin熱 ニ於テハ著明ナル水血症 テ見タリト云フ.以 上

ノ抗體動搖ガ總テ體温ノ上昇 ニ基 クモノナ リヤ否ヤハ疑問ナリ.中 樞神經系統,植 物性神經系

統,内 分泌臓器 ノ機能或ハ酸鹽基平衡等 ノ抗體 ニ影響 テ及ボス因子ハ又發熱ニヨリテモ影響 セ
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ラル レバナリ.

腸「チフス」患者ニ於クル沈降素及 ビ凝集素ハ急速 ナル自然解熱或 ハ腸出血 ニヨル體温下降博

動搖スルコ トナ シ. Pyramidon投 與ニ加フルニBagnon注 射ヲ行ヘル時輕度ニ下降スルコ トア

リ.然 レドモ此場合ハ體温下降其ノ者 ヨリ解熱劑ノ影響殊ニ細胞毒タル「キニーネ」ノ作用 ヲ除

外スル能ハザルベシ.然 レドモ腸「チフス」ノ全經過 ニ亙 リテ解熱劑 テ與ヘタルモ凝集素産生ヲ

何等阻害 セズ且症状ヲ増悪スル コトナカリキ.腸 「チフス」ノ解熱劑療法ニ就テハ今日術ホ未解

決ナ レドモ稻田教授 ノ云ヘル如 ク或ル場 合ハ有敷ナルモノノ如 シ.

次 ニ生菌 テ注入 シテ1, 2ノ 實驗ヲ行ヘル時其ハ生存動物ニ就テ抗體産 生ノ状ヲ窺ヘリ.即 チ

生菌ノ1囘 注入 ニヨリテモ亦 ヨク抗體 ヲ産生スルモノナルガ發熱後生菌 ヲ注入スレバ陰性期 ヲ

短縮 ス.前 項 ニ於テ死菌免疫 ヲ施 シタル後發熱操作ヲ加 へ抗體形成ニ及ボス關係 テ見タルニ著

變 ヲ認 メザ リシガ 今生菌免疫實驗ノ結果ニ徴 スルニVaccin熱 ハ明カニ抗體ノ形成 ヲ促進 セル

ヲ見タリ.此 結果ノ差違ハ興味アル處 ニシテ本實驗成績 ハ單ニ發熱 ガ免疫體形成母地 テ刺戟 シ

タルノミナラズ又菌融解ヲ促進 シ其 ノ分解産物 ガニ次的ニ抗元 トナリテ連續抗體産生地 テ刺戟

シタルニモヨルナルベ シ.即 チ抗體産生ニ關スル研究ハ吾人 ガ常用スル死菌免疫ノミナラズ生

菌免疫 モ亦必ズ對照比較 スベキコトヲ教ヘタルモノナ リ.故 ニ實際 ノ傳染病ニ當 リテハ其ノ初

期 ニ於 テハ恐ラク體温 上昇ニヨリテ菌 ノ死滅分解亢進 シ之 ニ伴 ヒテ抗體産生ハ増進 セラレ,此

結果ガ原因 トナ リテ更 ニ細菌 ノ死滅テ促進 シ爲 ニ中間分解産物 ノ増加 テ來 シ之等二次的抗元ニ

ヨリテ愈々抗體 ノ産生テ促進 スルモノナラン.然 レドモ疾病持續 シテ網内系統肝臓等ノ防禦或

ハ解毒作用衰退 スルニ至 ラバ過剩抗體 ニヨリテ徒 ラニ有毒ナル中間分解産物ノ蓄積 ヲ來 シ生體

ラシテ却 ツテ不利 ニ陷ルコ トナキハ保 シ難カルレベシ.而 シテ生菌免疫 ニ於テ發熱刺戟 ガ抗體産

生ヲ促進ス ト云 フモ之ハ疾病 ニ當 リテハ發熱初期ノミナルベク高熱持續 シ抗體産生母地 ノ機能

障碍 セラルルニ至 ラバ必 ズシモ然 ラザルレハ後章實驗成績 ニヨリテ明 カナリ.

叙上ノ抗 體ハ總テ蛋白性抗體 ト信 ビラルルモノナルガ輓近血清學ノ進歩ハ類脂肪體抗體 ニ就

テモ亦異常ナル知見ノ發達ヲ見,本 抗體ガ吾人 ト密接 ナル交渉ヲ有スルハ茲ニ喋々ヲ要 セザル

ベ シ.故 ニ今日類脂肪體抗體 卜見做 サルルForssman氏 抗體 ニ就テ檢 セルレニ發熱操作ニヨリテ

全 ク影響テ受ケザルテ知 リタ リ.即 チHeterogenetischer Antikorperハ 發熱刺戟ニ對 シ殆

ド反應 セザルナ リ.之 ニヨリテ見ルニ,之 卜密接ナルレ關係 テ有 スル「ワ」氏反應ガ發熱ニヨリテ

非特異性 ニ發現或ハ増強 スト云 フモ恐 ラク發熱以外 ノ因子 ニ基 クベキカ.正 常家兎「ワ」氏反應

Reagineニ 關 スル余ノ實驗ハ全ク影響ヲ示サザ リキ.寧 ロ發熱 ハ減少セシメタルモノスラアリ.

而 シテ正常家兎「ワ」氏反 Rsagineト 黴毒Spirochaeta感 染ニヨル特 異性反應Reagineト ノ

異同ニ關 シテハ未 ダ積極的證明ナキモノナ リ.

2.血 中感染防禦物質ハ發然ニヨリテ影響ヲ蒙 ラズ.蓋 シ凝集素,沈 降素等 ノ抗體ガ必ズシ

モ直接細菌感染 ニ對 スル抵抗力ノ標識 トナラザルハ周知 ノ事實ナルガ故ニ余ハ進 ンデ感染防禦
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物質ニ關 シヲ實驗 セリ.該 物質 ガ血液 ノ全免疫能カ ヲ代表スルモノナリヤ否ヤ未 ダ本物賞ニ就

テ知見ノ乏 シキ今日窺知 スルヲ許サザ レドモ砂ク 卜モ本物質ニ關 スルレ限 リニ於テハ發熱ヲ有利

ナリト斷ズルハ躊躇 セザルヲ得ズ.

3.血 清竝ニ臟器殺菌力 ニ關 スル實驗成績 ヲ見ルニ先 ヅ正常家兎血清ハ「チフス」菌及 ビ脾脱

疽菌ニ對 シテ著明ナル殺菌力 ヲ有 ス.黄 色葡萄状球菌ニ對 スル殺菌力モ相當ニ有ス,大 腸菌及

ビ赤痢異型菌ニ對 シテハ其ノ作用弱 シ.免 疫處置ニヨリ該菌 ニ對スル殺菌力ハ明カニ上昇ス.

而 シテ發熱 ニヨリテ著明ニ殺菌力上昇 シ體温下降 卜共ニ再 ビ減弱 ス. Antipyrinテ 以テ體温上

昇ヲ抑止スレバ殺菌カニ著 シキ變化テ認 メズ.即 チ血清殺菌力ノ變化ハ第2章 ニ於ケル溶菌性

補體ノ變化 ト全ク同一關係 ヲ示スモノニシテ實ニ興味深キ成績ナリ. Vaccin及 ビ温刺熱ニ對 シ

Thermin熱 ハ抗體或 ハ他 ノ生化學的關係ニ於テ著 シキ差違ヲ示 スニ拘 ラズ殺菌 カニ於テハ殆 ド

同標ノ變化 ヲ示 セリ.又 殺菌カバ免疫操作ニヨリテ明カニ上昇セシメ得ルガ故ニ何等カノ免疫

體ン關與スベキコトハ否定 シ得ザ レドモ發熱時一過性ニ動搖 ヲ來 ス點 ヨリ歸納スレバ所謂血液

殺菌力ノ主因ハ抗體 ニアラズシテ他 ニ求 ムベキヲ暗示スルモノ ト云ハザルベカラズ.即 チ分離

シ得ラルルeinheitlichナ ルモノニアラズ シテ補體ノ如ク寧ロ1種 ノkolloidale Zustandsform

ニ歸 スベキカ.而 シテ「チフス」免疫家兎ニ於 テ發熱元ガTyphusvaccinタ ル ト靈菌Vaccinタ

ル トヲ間ハズ同樣ニ殺菌力上昇スルコトハ發熱其ノ者ノ影響ガ主因タルヲ教 フルモノナ リ.

臨牀的研究ニ於テモ殆 ド同樣 ニシテ體温 ヒ昇時増強 セリ.腸 「チフス」患者ニ於テ「チフス」菌

ニ對スル殺菌力ハ他種菌 ニ對 スルヨリモ比較的安定ナリ.而 シテ腸「チフス」患者ニ於テ發熱上

昇期ニハ「チフス」菌ニ對 スル殺菌力著明ニ上昇 セルモ高熱持續 スルニ至 レバ却 ツテ減弱 スルヲ

見ル.即 チ血清殺菌 カノ上昇ハ肝臟及ビ網内系殊ニ前者ノ機能が尚ホ健常ニシテ反應力テ有 ス

ル時期 ニ於 テノミ見 ラルルモノナ リ.而 シテ免疫體 ノ如ク時 日ノ間隔ヲ置クコ トナクシテ體温

上昇スレバ直チニ之 ニ伴 ヒテ殺菌力上昇 スルハ誠ニ造化 ノ妙驚嘆 スルニ耐 ヘタ リト雖モ此機轉

ガ果 シテ生體ニ トリテ有利ナ リヤ否 ヤハ一顧 ヲ要 スベキ問題 ニシテ既 ニ縷述 セル處 ナリ.

次ニ肺臟,肝 臟,脾 臟,腎 臟及 ビ筋肉等 ノ諸臟器ヲ トリヲ其ノ浸出液ノ殺菌力ヲ見タルニ赤

痢異型菌及 ビ大腸菌 ニ對 シテハ全ク殺菌乃至發育阻止現象 ヲ見ル能ハズ.肺 臟,脾 臟 ハ明カニ

殺菌力ヲ示 セドモ之等ハ血量多キ臟器ナレバ殘留血液ハ影響ヲモ考慮 セザルベカラズ.腎 臟及

ビ筋肉ハ反之殆 ド殺菌力 ヲ證明 シ得ズ.肝 臟ハ其ノ間ニ介在 シテ極 メヲ弱 キ殺菌力 ヲ示 ス.正

常家兎ニ於テハ發熱時著明ナル動搖 ヲ見難 シ.免 疫家兎 ニ於テ當該菌ニ對 スル脾臟殺菌力稍 々

増加スルガ如キ觀 ヲ與ヘタルモ明瞭ナラズ,要 スルニ臟器殺菌力 ニ關 スル實驗 ニヨリテ一定 ノ

結論ヲ得ザ リキ.

4.臟 器含有抗體 ヲ見タルニ發熱時脾臟抗體 ハ輕度 ニ上昇スルハ疑 ヒナシ.其 ノ他臓器ニ於

テハ抗體ニヨリテ異ル處 アレドモ一般 ニ肝臟 ニ於テ變化 ナキカ或ハ減少 シ反之筋肉ニ於テハ變

化ナキカ或 ハ僅 ニ増加スルガ故ニ之ヲ以テ全般的傾向 卜見做サルルヲ得ベ シ.而 シテ此場合 ハ
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血中抗體ハ殆 ド常ニ關係ナク動揺 ヲ見ザ リキ.藏 本及 ビ余 ガ異種蛋白體 ノ臟 器内分布ヲ檢索 セ

ル成績 ニヨレバ發熱時一般 ニ脾臟筋肉蛋白量増加セルヲ見タ リ.之 ガ果 シテ脾臟機能 ト如何ナ

ル關係 ニアルカバ不明ナ レドモ兩者等 シキ成績 ヲ得タルハ興味深キ處ナ リ.肝 臓竝ニ筋肉ハ體

温上昇ニ關與スル最モ重要ナル臓器ナ レドモ,兩臟器ニ於 クル變化ハ著明ナラズ.然 レドモ概觀

シテ交互關係 ヲ強 ヒテ模型的ニ解ス レバ,拮 抗的ニ兩者相對應スルガ如 キ感ヲ與へ,肝 臟 ニ於

テ減少ノ傾向ヲ トリ,反 之筋肉ニ於 テ寧 ロ増加スルモノノ如 シ.發 熱時現ハルル過血糖 ニ對 シ

Liefmann & Sternノ 如キハ體温上昇ニヨリ糖燃焼 ガ旺盛 トナリ爲ニ肝臟 ヨリ血液ヘノ糖移動

ガ増加 スルニ基クモノナ リト云ヘ リ.抗 體 ノ肝臟内減少ヲ以テ血液ヘノ抗體 ノ移行乃至排泄ニ

ヨルモノ トハ直チニ論斷 スルヲ得ズ.何 トナ レバカカル場合血液内抗體 ニハ全ク動搖 ヲ證明 シ

得ザ レバナ リ.寧 ロ余ハ肝臟内抗體 ノ減少ヲ以テ肝臟 自身 ノ機能減退ニ歸 セント欲ス.即 チ發

熱其ノ者ニヨリ或ハ發熱催起物質(菌分解産物)ニ ヨリ肝臟機能障碍サ レシ爲ニ肝臟内抗體保有

量 ノ減少ヲ招來 セルニアラザルカ.蓋 シ發熱時肝臓機能障碍 セラルルハ種々ノ方面 ヨリ立證セ

ラレシ處ニシテ又余 ガTrypanosolna感 染防禦物質ニ關 スル實驗モ亦明カニ肝臓機能ノ減退ヲ

表示セリ.而 シテ臟器内保有抗體量 ガ直チニ該臟器ノ抗體形成能力乃至免疫能カヲ表示 シ得ル

ヤ否ヤハ疑問ナルモ尠ク トモ余 ハ抗體保有現象 ヲ以テ該臟器ノ一箇 ノ機能ナリト見做スハ敢テ

失當ニアラザルベ シト信ズ.又 同一ノ論據ニヨリ脾臟内抗體含有量ノ増加ヲ以テ脾臟機能亢進

ニ基ク結果 ナリトスルヲ得ベケン.脾 臟固有 ノ機能 ニ就テハ未ダ不明ノ點少ナカラザルニヨリ

發熱時脾臟機能ニ關 シテハ充分 ニ知ル由ナケレドモ脾臟ハ網状織 内被細胞ヲ最 モ多量ニ含有 シ

且該系統ノ代表的臟器ナリトセラルルガ故ニ發熱刺戟 ニヨリ脾臟機能ノ亢進ヲ招來スベキハ異

トスルニ足 ラズ.

上述實驗成績 ヨリ歸納ス レバ脾臟機能ハ發熱刺戟ニヨリテ亢進 シ肝臟機能ハ著 シキ變化ナキ

カ或ハ輕度ノ減退ヲ示 スモノナ リト云 フヲ得ベシ.即 チ脾臟 ト肝臟ハ此場合相反 セル成績ヲ示

セルモノニシテ又此見解ニ多少 ノ支持ヲ與 フベキモノニ立澤氏ノ實驗アリ.氏ガTyphusvaccin

ヲ種々ナル動物 ニ注入 シ組織的 ニ研索 セル成績ニヨレバ肝實質細胞ニ於テ強度 ノ脂肪變性ヲ見

ルモ脾臟ニ於テハ濾胞間組織ハ著明ニ増殖ヲ示 シ網状織内被細胞バ一般ニ肥大性ニ變化 セリト

云フ.又 筋肉ニ就テハ從來免疫學上顧 ラルルコ ト少 カリシガ,其 ノ抗體量ガ脾肝系統ニ伍 シテ

變動シ得ルコ トハ興味アル處ナ リ.筋 肉 ガ單ニ抗體ノReservoirs.ニ 過 ギザルカ或ハ他ニ何等

カノ意義 ヲ有スルヤ否ヤハ將來ノ研究 ニ俟タ ントス.

次 ニVaccin熱 ノ場合脾臟内感染防禦物質ノ上昇スルヲ認 メタ リ.筋 肉及 ビ肝臟 ニ於 テハ著

シキ動揺ヲ見ザリキ.コ レ又發熱刺戟ニヨリ脾臓機能ノ亢進セルニ基クベキカ.

5.比 較的純粋細胞発疫獲得 ト信ジ得 ラルル赤血球ノ溶血素ニ對 スル毒耐性 ヲ檢 セルニ發熱

刺戟 ニヨリ著明ナル影響ヲ證明 シ得ズ.由 是觀之網内系細胞ノ如 キ身體 ノ清掃装置 トセラ レ

種々ナル刺戟 ニ對 シ反應性強キ細胞ガ發熱現象乃至體温上昇ヲ催起スル原因ノ刺戟ニヨリ其 ノ
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變 調能 力 ニ衝動 ヲ受 ク ル ハ想 像 シ得 ル處 ナ ル モ然 ラザ ル組 織 細 胞 ガ所 謂Protoplasmaaktivie

rungナ ル 一般 法 則 ノ下 ニ同様 ニ免 疫 獲 得性 ニ於 テ反 應 ス ル ヤ否 ヤ ハ疑 問 ナ リ ト云 ヒ得 ベ シ.從

ツテBesredkaノ 所 謂 局 處 免 疫 性 ノ如 キ モ單 ナル體 温 上昇刺 戟 ニ ヨ リテ著 シキ衝 動 ヲ受 クル ヤ

否 ヤ疑 ヒナ キ能 ハズ.

6. Trypanosoma感 染 防禦 物 質 ノ本 態 ニ關 シテ ハ未 ダ積 極 的 實 驗 的 根據 ラ 以 テ論 ジタル モ

ノナ ク從 ツテ全 ク不 明 ナ リ ト言 ヘ ドモ本 物 質 ガ肝臓 機能 ト特 殊 ノ關 係 ヲ有 スル ハ既 述 ノ如 ク諸

家 ノ一 致 スル處 ナ リ.二 三發 熱 患 者 ニ就 テ檢 シタル 處 ニ ヨ レバ 發 熱 時減 少 セ リ.又 腸「チ フス」

患 者 ニ於 ケ ル經 過 的 觀 察 ニ ヨ レバ 高 熱 稽留 時著 明 ニ減 少 シ囘復 期 ニ 及 ブ モ 其 ノ 上昇 ハ 比較 的

遲 々 タル モ ノナ リ.即 チ凝 集 素等 トハ全 ク相 伴 ハザ ル モ ノナ リ.此 ノ事 實 ヨ リ見 ル モ本 物質 ガ

單 ニ所 謂免 疫 物 質 ニ ア ラ ザル コ トヲ推 シ得,腸 「チ フ ス」患 者 ニ於 テ肝 臟 機能 ノ障 碍 セ ラル ル ハ

既 ニ多數 ノ實 驗 ニ ヨ リ明 カ ナ リ(徳 田,谷 口).余 ガ實 驗 成 績 ニ ヨ リ直 チ ニ肝 臟 實質 細 胞 ノ免 疫

機能 ヲ云爲 スル コ トハ 許 サ レザ レ ドモ肝 臓 ノ本 特 殊 物 質 ノ形 成 機 能 或 ハ廣 ク一 般 ニ肝 臟 機能 ガ

發熱 時 明 カ ニ障 碍 セラル ル コ トハ立 證 サ レ得 タル モ ノナ リ ト信 ズ.

7.血 行 内 ニ輸 入 セラ レタル細 菌 ハVacrin熱 時 ニ速 カ ニ消 失 シ,又 温 刺 熱 時 ニ於 テ モ亦 輕

度 ナ レ ドモ其 ノ血 管 外消 失 ヲ促 進 スル モ ノ ノ如 シ. Thermin熱 時 ニハ屡 々試 驗 動 物 斃 死 シ且 實

驗例 少數 ナ レ ドモ殆 ド見 ル ベ キ影 響 ヲ現 ハサ ズ.抑 々血 行 中 ニ入 リタ ル細 菌 バ一 部 ハ血 中 ニテ

殺 滅 サ レ他 ノ一 部 ハ 血 中 ノ多 核 白血 球 及 ビ大 單核 細 胞 ニ食 喰 サル ベ キ モ大 部 分 ハ所 謂fixe Ma-

krophageuニ 攝 取 サル ル モ ノ ノ如 ク又斯 ク攝 取 サ レ シ細 菌 ハ或 ハ 顆 粒 ヲ 形 成 シ或 ハ變 性 型 ト

化 シ被染 色性 ヲ失 ヒ遂 ニハ 全 ク痕 跡 ヲ殘 サズ シテ消 失 ス ル モ ノ ノ如 シ.但 シ此 ノ場 含血 清 ノ共

働 作用 ヲ要 スル ヤ換 言 ス レバhunioraler Vorgangニ 屬 スル カ或 ハrein zellulare Leistung

ニ基 クカバ 未 解 決 ノ問題 ニ 屬 ス(Loewenthal & Micseh, Singer & Adler, Schottmuller,

 Romer, Muller, Petersen & Muller, Muller & Brutt etc.).又 正 常 タ ル ト免 疫 動物 タル ニ

ヨ リ或 ハ菌 ノ種 類 及 ビ毒 力等 ニ ヨ リ多 少 ノ差 違 ヲ生 ズ.即 チ機 轉 ノ説 明 ハ不 一 致 ア リ トスル モ

要 スル ニMesenchymale Elementeノ 攝 取 ヲ以 テ第 一義 的 ニ解 釋 スベ キ モ ノ ナ リ.從 ツテ發 熱

ハ網 内系 機 能 ヲ刺 戟 シ他 方血 清 内物 質 ヲ増 加 シ或 ハ臟 器細 胞 トノ結 合 ヲ助 長 シ以 テ 血 行 内 ノ細

菌 ヲ速 カ ニ消 失 セ シム ル モ ノナ ル ベ シ.但 シ細 菌 攝 取 機 能 亢進 ガ無條 件 ニ個 體 ニ ト リテ 有利 ナ

リヤ否 ヤハ 疑 問 ニ シテ且 カカ ル反 應 ガ發 熱 末期 迄 保 タ ル ル コ トハ不 可 能 ナ ル ベ シ.本 問題 ニ關

シテ ハ更 ニ後 述 スベ シ.

8.血 行 内 ニ注 入 セル 異種 赤 血 球 ノ血 管 外消 失 ヲ見 タル ニVaccin熱 ハ之 ヲ促 進 シThermin

熱,温 刺 熱 又 多少 促 進 スル ヲ實 驗 セ リ.前 項 細 菌 ニ ヨル實 驗 ノ不 備 ヲ補 ハ ンガ爲 ニ本 實 驗 ヲ重

ネ テ施 行 シタ ル モ ノ ナ レ ドモ赤 血 球 食 喰 現 象 ハ細 菌 ト異 リテ 殆 ド全 クZellularノ 機 轉 ニ屬 シ

Histiocytare Elementeガ 最 モ重 要 ナ ル關 係 ヲ有 スル ハ何 人 モ疑 ハザ ル 處 ナ リ.又 血 行 内 ニ注

入 セ ラ レシ異 種 赤 血 球 ハ肝 臟,脾 臟 等 ノ實 質 臟 器 内 ニテ攝 取 融 解 セ ラル ル ハ諸 家 ノ等 シク認 ム
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ル處 ナ レ ドモ之 ガ果 シテ所 謂Phagocytoseノ 現 象 ニ ヨル カ或 ハ血 管 内 乃 至Milzpulpa内 ニテ

行 ハ ル ル カ ニ就 テ ハ 未 ダ決定 セザ ル モ ノ ノ如 シ.余 ノ實 驗 成 績 ハ細 菌 注 入 ニ於 ケル ト殆 ド規 ヲ

一 ニ シ發 熱 時速 カニ血 中 ヨ リ消 失 セ リ.即 チ恐 ラク 發熱 刺戟 ニ ヨ リ網 状 織 内 被細 胞 系統 機能 鼓

舞 セ ラ レタ ル ヲ主 因 トス ベ キカ.發 熱 時 網 内細 胞 系 統 ガ亢 進 セラル ル ハAdler, Kusnetzowski,

石 原 博 士,牟 田,原 田等 ノ認 メタ ル處 ナ ル ガ我 ガ教 室藤 田,藏 本 兩 氏 ノ鐵 糖定 量 ヲ以 テ セル 詳

細 ナ ル業 績 ニ ヨル ニ温 刺 及 ビVaccin熱 ノ初 明 ニ於 テ ハ明 カ ニ機 能 亢 進 ヲ認 メタ リ.余 ノ實 驗

成 績 モ 亦此 ノ事 實 ヲ裏 書 スルレモ ノニ シテ 他 面 生 菌 實 驗 ノ基 礎 ヲ確 定 セル モ ノ ナ リ ト言 ヒ得 ベ

シ.

9.前 實驗ニ相次デ余ハ血中ノ細菌沈降元ヲ檢索 セリ. Vaccin注 射熱ハ此 ノ沈降元價ヲ高カ

ラシメ且其 ノ證明時間ヲ延長 セリ.温 刺熱 ニ於テモ稍 々其ノ傾向ヲ認ム.他 方腸 「チフス」患

者ノ沈降元債ハ體温下降時低下スル コトアリ.又 解熱劑ノ注射或ハ内服ニヨル體温下降時ニハ

減少 ス.之 ニ依 ツテ是ヲ觀 レバ發熱時ニハ生體内ニ於ヲ細菌ノ死滅崩壊竝 ニ融解ガ亢進 セルモ

ノ ト見ザルベカラズ.反 之體温下降時或ハ解熱劑 ノ應用 ハ此 ノ機轉 ヲ阻止スルモノノ如 シ.

抑 々抗元 ト抗體 トハ生體 ニ對 シテ極メテ微妙ナル因果關係ヲ有スルモノニシテ抗體増加ス レバ

之ニ應 ジテ抗元ノ破壊促進 セラレ,生 體ヲ治癒 ニ導カ ントスルモ之 ト共 ニ破壞抗元ノ體内毒素

多量ニ遊離 セラレ或ハ有毒ナル中間分解産物産生 セラレ生體ハ之ニヨリテ著 シク生活機能ヲ脅

威サルルモノナリ.サ レバ抗體ノ多量 ナル産生果 シテ個體 ニトリテ利 力否カ頗ルdelicateナ ル

問題 ト云ハザルベカラズ.三 田教授ノ如キモ神 ハ我等ニ抗體 ヲ授 ケ以テ抗元ヲ分解 セシムルモ

之ヲ無害ナル終末物迄分解スルコ トナク シテ中間分解産物ヲ發生セシメテ或 ハ發熱セシメ或ハ

種々ナル障碍ヲ及ボスモノニシテ此 ノ神ノ攝理ノ不完全ナルヲ補 フコトガ臨牀家ノ義務ナ リト

説ケリ. Friedbergerモ 亦前述 セルガ如ク外温 ヲ上昇 セシムレバ抗體産生促進 セラレ.之 ニヨ

リテ一時ニ細菌死滅 シ大量ノ毒素遊離セラレ個體ニ不利ナル影響ヲ及ボ シタメニ死亡率 ヲ高ム

ルコ トヲ實驗 シ抗體ノ上昇果 シテ有利ナ リヤ ト言ヘ リ.體 温上昇 ガ細菌ノ死滅融解ヲ助長スル

モノ トセバ生體ニ對 シ發熱 ガ果 シテ右利 ナリヤ一顧 ヲ要スベキ問題ナリト信ズ.從 ツテ又解熱

劑必ズシモ排撃スベキニアラザルヲ知ルナ リ.

10.脾 臟摘出或 ハ之 ト所謂Blockierungト ヲ併 ハ セ行 ヒ綱内系機能障碍 ヲ起 セルモノニ發

熱操作 ヲ加 フレバ抗體量ハ更ニ減少スルニ至ル.黄 燐 ヲ以テスル肝臟機能障碍時ニ於テモ同樣

ノ經過 ヲ見タ リ.免 疫體産生ニ對 シテハ種々ナル因子關係 スルコトハ文獻 ノ教 フル處ナルモ本

實驗 ニヨリ發熱 ガ抗體産生ヲ増加スル主因或ハ尠ク トモ一部 ノ因子ハ直接網内細胞系統 ヲ刺戟

スルニ基クモノナルコトハ明カニ知ルヲ得.而 シヲ發熱 ニヨリ更ニ抗體減少スル事實 ニ就テ考

察 スルニ發熱源 トシテ用 ヒタルVaccinハ 所謂Blockadeト 稱スルヲ得ベク,正 常家兎ニ於テハ

刺戟量タリシモノモ機能封鎖 セラ レタル場 合ハ之ニ反應スルカ ヲ有 セズ シテ益々其 ノ機能衰退

セル結果ナルベキカ.而 シテ發熱持續 スレバ網内系統機能 ガ低下スルハ藤田,藏 本兩氏 ノ實驗
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成績 ニヨリ明カニシテ,又 臨牀的方面 ニ於テモ腸 「チフス」等ノ傅染病ノ場 合網内系統機能障

碍 セラルルハAdler & Reimann,上 田,原 田氏等ノ實證 セル處ナリ.故 ニ傳染病ニ際 シテ發

熱持續 シ該系統機能衰退 セル時ニ發熱其ノ者ニヨリ或ハ既ニ形成 セラレタル過剰抗體ニヨリ菌

分解産物ヲ増加 シ抗元 トシテ更ニ該系統ヲ刺戟 スルモ却ツテ益 々該系統機能ヲ障碍 シ抗體ヲ産

生スルコト愈々少ナクナ リ又解毒機能其ノ他ノ防禦機能モ亦障碍 セラレ生體 ヲ不利ニ陷ルルモ

ノナラン.即 チ持續的高熱 ガ決 シテ有利ナラザルハ此ノ點ノ ミヨ リスルモ想像 スルニ難カラ

ズ.

次ニ肝臟ニ就テモ同一ノ推論 ヲナスヲ得ベシ.發 熱 ニヨリ肝臟機能障碍 セラルルハ既述 セル

所ナリ.又 傳染病時肝臓機能ノ障碍 セラルルコ トモ周知ノ事實ナ リ.尚 ホ實驗的肝臟機能障碍

時ニVaccinヲ 注射スレバ輕度ニ其ノ發熱 ヲ抑止セラルルコトアリ.是 レ肝臟 ノ化學的調節機

能或ハ解毒作用 ノ減退 セルニ歸スベキカ.又 黄燐 ヲ數囘注射 セル場合 ハ同量ノVaccinニ ヨリ

テ體温極度 ニ下降ス.即 チ三田教授 ノ所謂 正常體温降下量減少 セルモノナ リ.尚 ホ肝臟機能或

ハ網内系統機能障碍時ニ於テVaccin注 射 ニヨリ家兎死亡數頗ル多數ナ リシコ トモ之等臓器ハ

機能ガ菌體ノ分解或ハ解毒ニ對 シ最モ密接 ナル關係 アルヲ教 フルモノニシテ從ツテ細菌熱發現

ト肝脾系統或ハ廣ク網状織内被細胞系統 トハ離ルベカラザル關係 ニ立テルコトヲ知ル.最 近久

藤氏ガ網内系統機能 トVaccin接 種死ノ關係 ヲ實驗 セル成績 ニ徴スルモ其 ノ然ルヲ見ル.

以上ノ實驗成績 ヲ總括スルニ血清殺菌力ノ上昇,細 菌又ハ異種赤血球貧喰機能ノ亢進等 ヲ認

ムルモ之等ハ發熱初期ニ於テノミ見 ラルル現象 ニシテ發熱持續 シテ網内系肝臟等ノ機能障碍 ノ

惹起サルルニ至 レバ發熱刺戟 ニ對 スル反應カバ失ハレ最早之等機轉 ノ亢進ハ見ラレズ.又 抗體

形成ニ關 シテモ所謂spezifische, biologische Umstimmungヲ 催起 スル トスルモ是 レ又發熱

初期ニ於テノミ首肯サルル處ナ リ.其 ノ他 ノ實驗成績ニ至 リテハ發熱 ニ對 シテ特 ニ有利 ナル論

據ヲ與ヘザルノミナラズ或ハ寧 ロ不利ナル感ヲ懷カシムルモノナリ.故 ニ余ハ我ガ教室ニ於ケ

ル新陳代謝其 ノ他種々ナル生物學的研究成績 ト相照合シテ發熱現象 ヲ以テ直チニ天ガ與ヘタル

自然ノ防禦機轉ナ リト斷ズル能ハズ.急 性傳染病等ノ治療ニ當 リテ適當ノ時期ニ其ノ體温下降

ヲ計ルノ合理的ナルヲ信ズ.從 ツテ解熱劑又一派 ハ主張 スルガ如ク無條件 ニ排撃スベキモノニ

アラザルコトヲ主張 セント欲 ス.

結 論

1.正 常 抗 體 ニ關 スル 實 驗 的 研究 ニ於 テ次 ノ成 績 ヲ得 タ リ.

A.正 常 凝集 素 ニ對 シ温 刺 熱 ハ全 ク影 響 セズ. Vaccin熱 ハ少 數 ニ於 テ發 熱經 過 後 輕 度 ニ上

昇 スル コ トアル モ多 數 ハ動搖 セズ. Thermin注 射 熱 ハ一般 ニ影 響 ナ キ モ一 部 ニ於 テ減 少 スル

コ トア リ.

B.正 常 溶 血 素 ハ温 刺 及 ビVaccin熱 ニ ヨ リテ動 搖 ス ル コ トナ シ.Thermiu熱 ニ於 テ體 温
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極 度 ニ上 昇 シ死 戰期 ニ陷 レル時 ハ減 少 ス.

C.防 禦 素 ハ發 熱 時 一過 性 ノ上 昇 ヲ見 ル.

D.正 常溶 菌 素 ハ發 熱 ニ ヨ リテ著 シキ影 響 ヲ蒙 ラズ.

E.溶 菌 性 補體 ハ體 温 上 昇 時 増 量 ス.

2.温 刺 及 ビVaccin熱 ハ正 常家 兎「ワ」氏 反應 物質 ニ對 シ全 ク影 響 ヲ與 ヘズ.反 之Thermin

熱 ノ場 合 バ 一 過 性 ノ減 弱 ヲ認 メタ リ.

3.正 常 抗 體 ニ關 ス ル臨 牀 的 研 究 ヲ見 ル ニ發 熱 患 者 ノ正 常 溶 血 素 ハ動 搖 スル コ トナク,正 常

凝 集 素 ハ發 熱 時 上 昇 スル コ トア リ.腸 「チ フ ス」患 者 ノ正 常 溶 血 素 ハ全經 過 ヲ通 ジテ殆 ド動 搖 セ

ズ.

4.免 疫 抗 體 ニ關 スル 實 驗 的 竝 ニ臨 牀 的 研 究 ニ於 テ次 ノ成 績 ヲ得 タ リ.

 A.沈 降素 産 生 ニ對 シテ温 刺 熱 ハ殆 ド影 響 ナ キ モ, Thermin注 射 熱 ハ之 ヲ阻 止 ス.既 成 沈

降素 ハ其 ノ免 疫 極期 ニ於 テ ハ全 ク影 響 ヲ受 ケ ザル モ下 降 期 ニ至 レバ 温 刺 及 ビVaccin熱 ニ ヨ

リテ上 昇 ス. Thermin熱 ハ殆 ド影 響 ヲ與 ヘズ.

B.凝 集 素 産 生 ハ温 刺 熱 ニ ヨ リテ左 右 セ ラ レザ ル モThermin熱 ハ輕 度 ニ 障碍 ス.既 成 凝

集 素 ハ免 疫 末期 ニ於 テ温 刺 及 ビVaccin熱 ニ ヨ リテ上 昇 スル コ ト アル モ 多 數 ニ於 テ ハ變 化 ヲ

見 ズ. Thermin熱 ハ殆 ド化 變 ヲ與 ヘズ.

C.溶 血 素形 成 ニ對 シ温 刺熱 ハ影 響 ナ シ. Thermin熱 ハ陰 性 期 ヲ稍 々短 縮 スル モ ノ ノ如 シ.

既 成 溶 血 素 ハ其 ノ免 疫 末期 ニ於 テ温 刺 及 ビVaecin熱 ニ ヨ リテ僅 ニ上 昇 スル コ トア リ. Ther-

min熱 ハ影 響 ナ シ.

D.生 菌1囘 注 入 後 ノ抗 體 産 生 ヲ見 ル ニ 凝集 素 先 ヅ出 現 シ沈 降 素 ハ 稍 々 遲 レヲ 發 生 シ,

 Vaccin熱 ハ 之等 抗 體 ノ産 生 ヲ明 カ ニ促 進 シ,温 刺 熱 亦 輕 度 ニ促 進 スル モThermin熱 ハ寧 ロ

阻 止 スル モ ノ ノ如 シ.

E. Forssman氏 抗 體形 成 竝 ニ既 成 「フ」氏抗 體 ニ對 シ發熱 ハ著 シキ變 化 ヲ與 ヘ ズ.

F.腸 「チ フ ス」患 者 ノ沈 降 素及 ビ凝 集 素 ハ解 熱 劑 投 與 ニ ヨ リテ 一時 減 少 スル コ トア リ.解

熱劑 投 與 ニ ヨラザ ル 體 温 下 降 時 ニ ハ一般 ニ動 搖 ヲ見 ズ.

5.血 清 感 染 防 禦 力 ハ發 熱 ニ ヨ リテ動搖 ヲ呈 セズ.

6.血 清 殺 菌 力 ニ關 スル 實 驗 的竝 ニ臨 牀 的研 究 成 績 ハ次 ノ如 シ.

A.正 常家 兎 血清 ハ「チ フ ス」菌 及 ビ脾 脱 疸 菌 ニ對 シ著 明 ナ ル殺 菌 力 ヲ有 シ,黄 色 葡 萄 状 球

菌 ニ對 ス ル殺 菌 力 之 ニ次 ギ,大 腸 菌 及 ビ赤痢 異型 菌 ニ對 シテ ハ 比較 的 弱 シ.

B.發 熱 家 兎 ノ血 清殺 菌 力 ハ其 ノ正 常 タ ル ト免 疫 セル モ ノタ ル トヲ問 ハズ著 明 ニ上 昇 ス.

而 シテ 體温 下 降 ス レバ 之 ニ伴 ヒテ再 ビ減弱 ス.

C.家 兎 ニAntipyrinヲ 注 射 スル モ正 常 血 清殺 菌 力 ニ影 響 ヲ與 ヘ ズ. Antipyrinヲ 注 射 シ

テ發 熱 操 作 ニ ヨル體 温 上昇 ヲ抑 制 ス レバ 殺 菌 力 ハ殆 ド變 化 ヲ受 ケ ズ.
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D.血 清殺菌カバ免疫操作 ニヨリテ上昇 シ得,而 シテ免疫動物ニ於ケル發熱時ノ血清殺菌

力 ノ動搖ハ免疫元 ト同種ノ菌 ニ對 シテハ異種菌ニ對 スルヨリ著明ナリ.

E.腸 「チフス」患者血清 ノ「チフス」菌殺菌カハ發病初期ニ於テハ明 カニ上昇セルモ高熱持

續 スルニ至 レバ却 ツテ減弱 スルコ トアルモノノ如 シ.種 々ナル發熱患者 ノ血清殺菌カモ亦體

温 上昇時増強 シ下降スル ト其 ニ減弱 ス.

7.臓 器浸出液 ハ赤痢異型菌及 ビ大腸菌 ニ對 シテハ全ク殺菌或ハ發育阻止現象ヲ見ル コトナ

シ.「チフス」菌,脾 脱疽菌及 ビ葡萄状球菌 ニ對 シ肺臟及 ビ脾臟浸出液ハ作用スレドモ筋肉及 ビ

腎臟ハ全ク影響 ヲ與ヘズ.肝 臟 ノ夫ハ極 メテ弱キモ作用ス.發 熱時免疫家兎ニ於テ脾臟殺菌力

稍々上昇スルガ如キモ明確ナラズ.

8.家 兎臓器(脾臟肝臓及ビ筋肉)浸 出液 ニ於ケル免疫體 ヲ檢索 シテ次ノ成績ヲ得タリ.

A.正 常家兎臟器 ハ山羊血球溶血素ヲ微量ニ含有ス.而 シテ正常及 ビ免疫溶血素ハ共ニ脾

臟ニ於テ最モ多ク,筋 肉此ニ次ギ肝臟最モ少 シ. Vaccin發 熱時ニハ免疫溶血素ハ脾臟及 ビ筋

肉 ニ於テ徴量 ニ増加 シ肝臟ニ於テハ變化ナシ.温 刺熱ハ微量ニ脾臟 ニ於テ増加セシメ,肝 臟

ニ於テ減少 セシムルモ筋肉ニ於 テハ動搖 ナシ. Thermin熱 ニ於 テモ脾臟含有量増加 シ反之肝

臟及 ビ筋肉ハ影響ヲ受ケズ.

B.正 常「チフス」菌凝集素ハ脾臟 ニ於テ僅 カニ證明 セラルルコ トアルモ肝臟及 ビ筋肉ニ於

テハ證明 シ得ズ.免 疫家兎臟 器凝集素ハVaccin熱 ノ時ニ脾臟ニ於 ヲ稍 々増加 スルモ肝臟及

ビ筋肉ニ於テ著變 ナシ.温 刺家兎ニハ見ルベキ變化ナシ. Thermin Mノ 場合ハ肝臟 ニ於テ僅

カニ減少スルモノノ如 シ.

C.正 常家兎臟器 ニハ卵白沈降素ナシ.温 刺及 ビVaccin熱 ノ場合ハ脾臟 ニ於テ輕度 ニ増

加 ス. Thermin熱 ニ於テハ肝臟沈降素減少スルコ トアリ.

D.感 染防禦物質ヲ見ルニ脾臟ニ於テ證明 シ得ルレモ筋肉ニハ殆 ド存在 セズ.肝 臟 ニ於テハ

極メテ微量ニ證明 シ得 ルノミ.而 シテVaccin熱 ハ際ニハ脾臟 ニ於テ稍々増加 スル ガ如 シ.温

刺及 ビThermin熱 ニハ著變ナシ.

9.發 熱刺戟ハ免疫家兎赤血球 ノ抗溶血性ニ對 シ見ルベキ影響ヲ與ヘズ.

10. Trypanosoma感 染防禦物質ハ發熱時輕度 ニ減少スルモノノ如 シ.腸「チフス」患者 ノ該物

質 ハ高熱稽留期 ヨリ下降期 ニ至ル迄相當著明ニ減少ス.

11.家 兎血行内ニ「チフス」菌或ハ大腸菌ヲ注入スルニ温刺及 ビVaccin熱 ノ場合ハ其ノ血中

證明時間短縮 ス. Thermin熱 ニ於テモ大腸菌 ノ血管外消失 ヲ促進ス.

12.發 熱刺戟 ハ又生體内異種赤血球貪喰機能ヲモ亢進 セシム.

13.家 兎血行内ニ「チフス」菌 ヲ注入スレバ極 メテ短時間其ノ沈降元ヲ血 中ニ證明 シ得ルコト

アリ. Vaccin熱 ハ此 ノ沈降元價 ヲ高カラシメ且證明時間ヲ稍々延長 セシム.温 刺熱 モ亦僅 ニ其

ノ證明率 ヲ高 メ時間ヲ延長 スル ガ如 シ. Therrpin熱 ハ影響ナ シ.
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腸 「チ フ ス」患 者 ニ於 テ モ或 ル時 期 ニ於 テ沈 降 元 ヲ證 明 シ得 其 ノ價 ハ體 温 下 降 時 低 下 ス ル コ

トア リ.殊 ニ解 熱 劑 ノ注 射 或 ハ内 服 ニ ヨル急 速 ナル 體 温 下 降 時 ニ ハ減 少 ス.

14.脾 臟 摘 出Electrargol注 射 或 ハ兩 者 ノ合 併 及 ビ黄燐 注 射 等 ニ ヨ リテ 網 状 織 内 被 細 胞系 統

竝 ビニ肝 臟 機能 ヲ障碍 セル家 兎 ニ發 熱 操作 ヲ施 セバ 凝集 素 及 ビ沈 降素 ハ體 温 上 昇 ノ經 過 ニ伴 ヒ

テ 減少 シ平温 ニ復 シタル後 モ直 チ ニ奮 ニ歸 ル コ トナ シ.
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Kurze Inhaltsangabe.

Die immunologischen Studien uber die Bedeutung des Fiebers.

Von

Dr. med. Komao Itoh.

(Aus der Univerdtatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayarna, Japan.)

Eingegangen am 30. Mai 1931.

Seit langem liegt zwar eine Reihe klinischer und tierexperimenteller Untersuchungen 

caber die biologische Bedeutung des Fiebers vor, ein ubereinstimmendes Resultat ist 

aber durch dies, noch nicht erzielt worden. Daher beabsichtigte icb, vom immun

biologischen Standpunkte aus mich erneut mit dieser Frage naher zu beschaftigen. 

Mehrere Autoren haben sich ja schon mit ihr befasst, aber leider bald nur unter un

genugenden experimentellen Bedingungen, bald nur auf beschranktem Gebiete.
Meine Untersuchungen wurden experimentell an den infolge von Warmestich, von 

Thermin-oder Vakzininjektion fiebernden Kaninchen and auch klinisch an den Fiebe

r- kranken verschiedener Sorten angestellt.

Bei Individuen, welcbe sich in fieberhaftem Zustand befinden, konnte ich in den 

folgenden Untersuchungen kein von dem normalen abgewichenes Resultat bemerken; 

Gehalt der Normal-und Immunantikorper (Hamolysin, Agglutinin, Prazipitin and Forss

manscher Antikorper), die Starke der Wa. R. bei gesunden Kaninchen, der Immun

korpergehalt and die bakterizide Kraft der verschiedenen Organextrakte and die Festig

keit der Erythrozyten gegen Immunhamolysin.

Wenn man Kaninchen mit Typhusbazillen immunisiert, so muss in diesem Serum 
eine gegen die Ansteckung durch Typhus des Normaltieres schutzende Substanz enthal

ten rein. Nachdem ich das Immunserum von Typhus dem Kaninchen auf normale Weise 

entnommen hatte, brachte ich dann das Tier in irgendeiner Weise in fieberhaften Zu

stand and entnahm ihm rein Serum. Als ich unter Anwendung dieser zwei Arten von 

Sera bei Mausen die Bedingungen fur die Infektion mit Typhus untersuchte, konnte ich 

konstatieren, dass die Menge dieser Substanz durch das Fieber nicht beeinflusst worden 

war.

Die bakterizide Wirkung des Serums wurde nur wahrend des Fieberstadiums deut

lich gesteigert, kam aber bald nach der Entfieberung wieder zum normalen Wert zurdek.

Die lebenden Bakterien oder die Huhnererythrozyten intravenos injiziert, ver 

schwanden bei Temperatursteigerung schneller als sonst aus dem Blute.
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Bei Fieberkranken wurde die trypanozide Kraft des Serums im allgemeinen meter 

oder weniger deutlich abgeschwacht.

Wahrend des Fieberns war das Bakterienprazipitinogen im Blute vermehrt, was 

wahrscheinlich auf die gesteigerte Bakterienzersetzung zuruckzufuhren ist.

Wenn das Retikuloendothelialsystem and die Leber, die beide fur die Bildungsstelle 

des Immunkorpers gehalten werden, funktionell geschadigt wurden, dann war der 

Immunkorperstand im Serum durch Fiebererzeugung immer mehr erniedrigt.

Unter den obenerwahnten Resultaten durfen die Steigerung der bakteriziden 

Wirkung des Serums und die Forderung des Bakterien-und Erythrozytenschwundes 

durch die Temperatursteigerung gewissermassen als vorteilhaft fur den Organismus 

angesehen werden, allerdings nur in beschranktem Sinne, da sie nur im Anfang des 

Temperaturanstieges auftraten.

Auf Grund der obigen immunbiologischen Resultate, auch die ubrigen biologischen 

Untersuchungen anderer Kollegen aus unseren Klinik einbegriffen, darf man jedoch 

nicht ohne weiteres die Temperatursteigerung als nutzlich fur den Organismus betrach

ten. (Autoreferat.)
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